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一

文
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ラ
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ト
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竹

内

力

雄

一　

は
じ
め
に

『
理
事
功
程
』（
以
後
『
功
程
』
と
略
）
の
「
独
乙
国
」
の
部
は
巻
之
八
－
十
一
（
四
巻
）
で
あ
る
。
巻
之
十
「
独
乙
国
ノ
三
」（
活

版
洋
装
本
『
功
程
』
で
は
pp.﻿

613
－
673　

全
61
頁
。
頁
数
表
記
は
、
こ
の
洋
装
本
の
頁
数
に
よ
る
）、
の
冒
頭
の
「
孛（
プ
）国
教
育
事
務
定
則

一
千
七
百
九
十
四
年

二
月
五
日
ノ
布
令

」（
以
後
「
定
則
」
と
略
。
pp.﻿
613
－
625
）、
の
訳
出
テ
キ
ス
ト
を
提
示
せ
ん
と
す
る
の
が
本
小
論
の
目
的
で
あ
る
。

『
功
程
』
で
の
、
当
時
の
世
界
主
要
国
教
育
法
規
の
訳
出
テ
キ
ス
ト
は
大
略
、
十
九
世
紀
中
葉
以
降
の
法
規
で
あ
る
が
、
唯
一
、「
定

則
」
の
み
が
十
八
世
紀
の
法
規
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
テ
キ
ス
ト
はA

llgem
eines Landrecht für die Preussischen Staaten 

(01. 06. 1794).

「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」（
以
後　

A
LR

と
略
）、
のZw

eyter T
heil. Zw

ölfter T
itel.

（
第
二
篇
第
十
二

章
）、（
以
後　

A
LR, II. 12.

と
略
）
全
129
条
の
訳
出
（
但　

逐
条
的
訳
出
で
な
く
摘
約
ử
七
割
強　

詳
細
後
述
）。
こ
の
法
の
現
代

綴
はA
llgem

eines Landrecht für die Preußischen Staaten (01. 06. 1794). Zw
eiter T

eil. Zw
ölfter T

itle.

の
筈
で
あ
る

が
本
小
論
で
は
当
時
の
綴
の
マ
マ
に
記
し
た
（
註
な
し
で
も
十
分
判
る
故
）。
な
お
、
前
述
割
書
「
・
・
・
・
・
・
・

二
月
五
日
ノ
布
令
」
はA

LR

第
二

篇
の
公
布
の
日
（
第
一
篇Erster T

heil

公
布
は
一
月
五
日
）。A

LR

全
体
の
施
行
日
は
一
七
九
四
年
六
月
一
日
で
あ
る
（
石
部
雅ま
さ
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二

亮す
け

『
啓
蒙
的
絶
対
主
義
の
法
構
造
―
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
の
成
立
―
』
p.﻿

259　

昭
和
四
十
四
年　

有
斐
閣
）。A

LR

に
関
す

る
論
考
の
多
く
が
、
こ
の
著
を
主
要
参
考
文
献
に
挙
げ
て
い
る
。
簡
潔
に
は
、
岩
村
等
・
三
成
賢
次
・
三
成
美
保
『
法
制
史
入
門
』

pp.﻿
126
－
127　

一
九
九
六
年　

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版　

参
照
。

要
約
す
る
に
、
こ
の
法
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
第
三
代
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
（
大
王　

在
位
一
七
四
〇
－
八
六
年
）Friedrich II. 

der Grosse, 1712–86.

の
命
に
よ
る
編
纂
開
始
が
一
七
八
〇
年
、
一
七
九
一
年
に
はA

llgem
eines Gesetzbuch für die 

Preussischen Staaten.

（
プ
ロ
イ
セ
ン
「
一
般
法
典
」）、
と
し
て
結
実
し
た
が
施
行
し
た
場
合
の
社
会
不
安
の
懸
念
や
保
守
反
動

の
期
を
迎
え
、
施
行
は
延
期
と
な
っ
た
。
然
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
二
回
分
割
（
一
七
九
三
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
プ
ロ
イ
セ
ン
と
ロ
シ

ア
で
分
割
）
で
の
新
領
土
の
プ
ロ
イ
セ
ン
化
の
為
、
こ
の
「
一
般
法
典
」
に
改
変
、
削
除
が
施
さ
れ
、
名
称
をA

LR

と
改
め
て
復

活
。
一
七
九
四
年
六
月
一
日
施
行
と
な
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
第
四
代
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
（
在
位
一
七
八

六
－
九
七
年
）Friedrich W

ilhelm
 II., 1744–97.

（
先
王
の
甥
）
の
時
代
で
あ
る
（
石
部
p.﻿

218
以
下
）。

当
初
のA

LR

は
全
四
巻
。Bd. 1

ử424 SS. Bd. 2

ử1004 SS. Bd. 3

ử695 SS. Bd. 4

ử1400 SS. 

全3513 SS. 

全
条
文
数
ử
二

万
弱
（
か
く
厖
大
に
な
っ
た
の
は
裁
判
官
に
よ
る
法
文
解
釈
を
無
く
さ
ん
と
す
る
の
が
一
因
と
さ
れ
て
い
る
）。

今
、
調
べ
ん
と
し
て
い
るA

LR, II. 12.

はBd. 4 SS. 877–894

（
当
初
版
の
模
写
本
が
広
島
大
学
に
架
蔵
さ
れ
て
お
り
、
取
材

は
し
た
が
確
認
に
出
向
く
に
至
っ
て
い
な
い
事
を
御
断
り
し
て
お
く
）。

訳
出
さ
れ
た
「
定
則
」
と
の
対
応
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
「
定
則
」
載
録
の
『
功
程
』
巻
之
十
の
出
版
年
、
明一

八
七
五

治
八
年
以
前
出
版

のA
LR

よ
り
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
（
原
文
は
⑴
を
底
本
と
し
⑵
で
若
干
、
補
正
し
た
）。

⑴　

当
初
版A

LR, II. 12. SS. 877–894. (Bd. 4).
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三

⑵　

Ｃ※

・
Ｆ
・
コ
ッ
ホ
編A

llgem
eines Landrecht für die Preußischen Staaten: unter A

ndeutung der obsoleten oder 

aufgehobenen V
orschriften und Einschaltung der jüngeren noch geltenden Bestim

m
ungen, herausgegeben m

it 

K
om
m
entar in A

nm
erkungen von D

r. C. F. K
och; Berlin, J. Guttentag, 1863. (Zw

eitel T
heil. Zw

ölfter T
itel. SS. 

463–523.

『
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
』（
Ｃ
・
Ｆ
・
コ
ッ
ホ
博
士
編
、
脚
註
々
釈
付
ử
す
た
れ
て
廃
止
の
条
文
及
び
、
代
替
の
、

よ
り
新
し
い
現
行
規
定
明
示
ử
ベ
ル
リ
ン
・
Ｊ
・
グ
ッ
テ
ン
タ
ー
ク
社　

一
八
六
三
年
）「
第
二
篇　

第
十
二
章　

SS.﻿

463
－
523
」。

⑶　

A
llgem

eines Landrecht für die Preußischen Staaten, 1863. V
erlag von A

lbert N
auck &

 Com
p.

こ
の
書
は
四

巻
三
冊
本
で
編
者
不
詳
。A

LR, II. 12.

は
第
四
巻V

ierter Band, SS. 122–138. 

§. 1.–75.

（
以
後
、
§ 

１
－
75
の
如
く
表
記
、
但　

引
用
時
は
原
文
通
り
§. 3.

…
の
如
く
表
記
）
迄
は
注
解
な
し
で
当
初
の
条
文
を
提
示
、§ 

76
以
降
は
条
文
に
注
解
付
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

⑵
の
コ
ッ
ホ
編
で
は
、
§ 

6
は
、
§. 6. Fällt w

eg

※（
原
文
）
）〔
§ 

6
廃
止※

〕
と
し
、
脚
註
に
て
、

※
）W

ortlaut ist: „A
uf dem

...”

〔
条
文
に
曰
（
い
わ
く
）…
〕
と
し
て
当
初
の
条
文
を
覆
刻
（
後
述
）
す
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
脚
註
で

の
、
そ
の
後
の
法
規
へ
の
統
合
や
改
廃
等
々
の
注
釈
が
詳
細
す
ぎ
て
、
こ
れ
ら
は
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
要
し
な
い
感
が
強
い
。
一

方
、
⑶
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ナ
オ
ッ
ク
社
版
は
、『
功
程
』
p.﻿
619 

5
の
割
書
「
一
千
八
百
三
十
三
年
ノ
布

告
憲
法
ニ
因
テ
之
ヲ
廃
ス
」
に
相
応
す
る
原
文
記
述
が
な

い
。
こ
の
事
か
ら
⑶
は
参
照
に
は
な
る
が
、
先
の
「
定
則
」
の
訳
出
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
、
と
判
明
す
る
（
§ 

58
の
訳
出
文
）。

⑵
の
コ
ッ
ホ
編
で
は
、〔
§ 

58　

廃
止　

註
33
参
照
〕
と
し
、
脚
註
に
て
〔
註
33　

一
八
三
三
年
五
月
十
三
日
付
法
律
第
一
篇
第
十

二
章
第
三
十
九
条
へ
統
合
。
第
五
十
八
条
条
文
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。〝
然
し
な
が
ら
、
ギ
ム
ナ
ジ
ゥ
ム
や
実
業
学
校
は
…
〟〕
と

解
説
し
て
お
り
、
こ
の
⑵
の
方
が
「
定
則
」
の
訳
出
テ
キ
ス
ト
た
り
得
る
、
と
い
え
る
（
後
述
参
照
）。

一
書
、
披
閲
不
能
で
あ
っ
た
文
献
を
記
し
て
お
く
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵A

llgem
eines Landrecht für die Preussischen 
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四

Staaten, im
 A
uftrage des Justiz-M

inisters m
it A
nm
erkung, hrsg. von Schering. Berlin, A

. N
auck. 1869. 2 verm

. 

und verb. A
usg.

（
シ
ェ
リ
ン
グ
編
、
脚
註
付　

司
法
大
臣
委
嘱A

LR.　

ベ
ル
リ
ン　

Ａ
・
ナ
オ
ッ
ク
社　

一
八
六
九
年　

改
訂

増
補
第
二
版
）
は
複
写
不
可
と
の
事
で
、
筆
者
に
は
披
閲
不
能
で
あ
っ
た
事
を
記
し
て
お
く
。
⑵
の
コ
ッ
ホ
編
の
脚
註
と
の
違
い
が

判
れ
ば
、「
定
則
」
訳
出
テ
キ
ス
ト
の
可
能
性
の
差
が
判
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
思
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
書
は
明

治
初
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
に
留
学
し
て
い
た
邦
人
の
遺
品
で
は
な
く
、
購
入
品
と
の
事
で
あ
る
（
国
立
国
会
図
書
館
よ
り
の
回
答
）。

【
※Christian Friedrich K

och, 1798–1872.　

小
野
秀
誠
「
立
法
と
法
実
務
家
の
役
割
―A

LR

の
変
遷
―
」『
一
橋
法
学
』
第
13

巻
第
3
号
（
二
〇
一
四
年
十
一
月　

一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
）
pp.﻿

16
－
20
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
苦
学
力
行
の
士
で

あ
る
事
が
よ
く
判
る
。「
19
世
紀
に
お
け
る
プ
ロ
イ
セ
ン
民
法
学
の
も
っ
と
も
重
要
な
著
作
者
」、
と
紹
介
さ
れ
、
コ
ッ
ホ
編
のA

LR

に
つ
い
て
は
、「
同
書
は
死
後
も
改
定
さ
れ
続
け
、Förster

に
よ
る
８
版
が
一
八
八
四
年
に
出
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
条
文
つ
き
の
コ

ン
メ
ン
タ
ー
ル
で
あ
り
、
実
務
家
向
け
の
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
民
法
典
の
成
立
ま
で
参
照
さ
れ
た
…
」
と
あ
る
（
小
野
p.﻿

19
）。

Förster

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
に
つ
い
て
も
同
書
pp.﻿
20
－
23
に
紹
介
さ
れ
て
い
て
、「
プ
ロ
イ
セ
ン
法
の
注
釈
者
と
し
て
著
名
」、
と
の
事

で
あ
る
。

右
、
小
野
秀
誠
論
文
の
存
在
は
同
志
社
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
布
施
智
子
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
記
し
て
謝
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
る
】

二　
「
孛
国
教
育
事
務
定
則
…
」
とA

LR, II. 12.

こ
れ
迄
「
定
則
」
全
体
に
つ
い
て
、
そ
の
訳
出
テ
キ
ス
ト
と
対
比
し
た
先
行
研
究
が
未
見
な
の
で
、
い
さ
さ
か
繁
に
し
て
縟
で
は
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五

あ
る
が
、
詳
細
に
紹
介
す
る
事
と
す
る
。

以
下
若
干
、
表
記
等
に
つ
い
て
記
す
る
。「
定
則
」
p.﻿

613

５
で
、
こ
れ
に
対
応
す
るA

LR, II. 12.

の
条
文
が
§ 

１
の
場
合
、

上
記
の
如
く
表
記
。
但
、
原
文
引
用
は
§. 1...

と
記
し
た
。
又
、A

LR

条
文
の
右
余
白
（
或
は
左
余
白
）
に
別
記

の
項
名
で
不
訳
出
の
も
の
は
、
例
え
ばBegriff.

は
〔Begriff.

法
の
趣
旨
〕
の
如
く
補
記
し
て
お
い
た
。

A
LR, II. 12.

は
、
最
初
の
二
条
が
法
の
趣
旨
。
次
に
私
的
教
育
施
設

　
家
庭
で
の
教
育

　
公
教
育
と
教
育
全
般
に
触
れ
（
§ 

3
－

11
）、
そ
の
後
を
三
節
に
分
け
て
規
定
。
即
ち
、

I. Von gem
einen Schulen.

〔
第
一
節

　
庶
民
学
校
に
つ
い
て
〕（『
功
程
』
で
は
「
小
学
校
」
ử
以
下
同
様
ử
§ 

12
－
53
）。（
以

下
各
節
後
述
）。

II. Von gelehrten Schulen und G
ym

nasien.
〔
第
二
節

　
実（

進
）学

学
校
及
び
、ギ
ム
ナ
ジ
ゥ
ム
に
つ
い
て
〕（「
中
学
校
」
§ 

54
－

66
）。

III. Von U
niversitäten.

〔
第
三
節

　
大
学
に
つ
い
て
〕（「
大
学
校
」
§ 

67
－
129
）。

p.‌

613
（
四
行
目
か
ら
の
本
論
の
前
に
は
）〔Zw

ölfter Titel.

第
十
二
章
〕〔Von niederen und höheren Schulen.

下
級
及
び
、

上
級
学
校
に
つ
い
て
〕（
§ 

１
－
129
）〔Begriff.

法
の
趣
旨
〕（
§ 
1
－
2
）
の
、
章
の
名
数
、
法
規
タ
イ
ト
ル
、
最
初
の
項
名
が
不

訳
出
。

⑷
「
諸
学
校
及
ヒ
大
学
校
ハ
總
テ
少
年
ヲ
指
導
シ
テ
人
生
必
須
ナ
ル
智
識
ヲ
備
ヘ
シ
ム
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
政
府
ヨ
リ
之
ヲ
興
立
セ
シ

ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
ử
§. 1. Schulen und U

niversitäten sind V
eranstaltungen des Staats, w

elche den U
nterricht der 

p.‌

613
⑸§ 

１
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六

Jugend in nützlichen K
enntnissen und W

issenschaften zur A
bsicht haben.

の
訳
出
。「
政
府
」
の
「
興
立
」
ử

〔V
eranstaltungen des Staats

〕
と
い
う
規
定
は
、
学
校
を
国
家
の
営
造
物
、
と
す
る
。
他
方
、〔
§. 67. U

niversitäten haben 

alle Rechte privilegirter Corporationen.

大
学
は
特
権
的
団
体
の
全
て
の
権
限
を
保
持
す
る
〕、
と
し
て
い
る
（
不
訳
出
）。
現

在
の
綴
で
はprivilegierter K

orporationen

で
、
特
権
的
自
治
（
独
立
）
団
体
、
と
さ
れ
て
は
い
る
が
（
後
述
、
高
木
p.﻿

45
）、

夫
々
次
の
条
§ 
2
、
§ 

68
で
、
か
か
る
施
設
は
、
国
家
の
支
配
下
に
あ
る
存
在
で
あ
る
（
次
の
⑹
参
照
、
§ 

68
は
後
述
）、
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。

⑹
「
故
ニ
学
校
ハ
政
府
ノ
允（

イ
ン
シ
ョ
ウ
）ử
認
可

承
ヲ
得
テ
始
メ
テ
之
ヲ
設
ク
ヘ
シ
」
ử
§. 2. D

ergleichen A
nstalten sollen nur m

it V
orw
issen 

und Genehm
igung errichtet w

erden.

「
允
承
ヲ
得
テ
」
は
〔V

orw
issen

（
国
家
へ
の
）
事
前
通
知
とGenehm

igung

裁
可
、

を
以
て
〕
の
意
で
あ
る
。

⑺　
　
　
「
私
塾
」
ửVon Privaterziehungsanstalten.

〔
私
的
教
育
施
設
に
つ
い
て
〕（
§ 

3
－
6
）。

⑻
「
私
塾
ヲ
…
」
ửPrivaterziehungs-oder sogenannte Pensionsanstalt

〔
私
的
教
育
或
は
所
謂
、
寄
宿
教
育
施
設
〕
の
意

で
あ
る
。（
か
か
る
施
設
を
設
け
ん
と
す
る
者
は
）「
其
職
業
ニ
適
当
ス
ル
条
件
及
ヒ
教
育
ノ
方
法
并
ニ
意
見
ヲ
条
記
シ
其
地
方
学
校

及
ヒ
教
育
事
務
専
任
ノ
官
員
ニ
就
テ
其
允
承
ヲ
請
フ
ヘ
シ
」
ử
§. 3. W

er eine Privaterziehungs-oder sogenannte 

Pensionsanstalt errichen w
ill, m

uß
 bey derjenigen B

ehörde, w
elcher die A

ufsicht über das Schul-und 

Erziehungsw
esen des O

rts aufgetragen ist, seine T
üchtigkeit zu diesem

 Geschäfte nachw
eisen, und seinen Plan, 

sow
ohl in A

nsehung der Erziehung, als des U
nterrichts, zur Genehm

igung vorlegen.

か
ら
〔
其
地
方
の
学
校
及
び
教

育
の
状
況
視
察
を
任
と
す
る
当
局
に
よ
る
、
こ
の
教
育
の
職
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
を
有
す
る
事
の
証
明
と
、
訓
育
の
み
で
な
く
授
業

計
画
を
、
許
可
を
求
め
て
提
出
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
〕
が
本
意
。
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七

⑽
「
斯
ノ
如
キ
私
塾
ト
雖
モ
塾
中
生
徒
ノ
風
俗
及
ヒ
身
体
保
全
礼
節
ノ
如
何
ヲ
視
察
ス
ヘ
キ
監
官
ノ
監
督
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
ử
§. 4. 

A
uch solche Privat-Schul-und Erziehungsanstalten sind der A

ufsicht dieser Behörde unterw
orfen, w

elche von 

der  A
rt,  w

ie  die  K
inder  gehalten  und  verpflegt,  w

ie  die  physische  und  m
oralische  Erziehung  derselben  besorgt,  

und w
ie ihnen der erforderliche U

nterricht gegeben w
erde, K

enntniß einzuziehen befugt und verpflichtet ist.

〔
又
、
か
か
る
私
的
・
学
校
・
教
育
施
設
は
、
こ
の
当
局
の
監
督
下
に
置
か
れ
る
。
即
ち
、
当
局
は
、
行
儀
に
つ
い
て
は
児
童
が
身
に

付
け
て
正
し
く
振
舞
っ
て
い
る
か
否
か
、
身
心
に
つ
い
て
の
訓
育
が
な
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
必
要
な
授
業
が
な
さ
れ
て
い
て
児
童

が
獲
得
す
べ
き
知
識
が
、
き
ち
ん
と
与
え
ら
れ
、
そ
れ
が
使
命
と
な
っ
て
い
る
か
否
か
、
を
監
視
す
る
も
の
で
あ
る
〕
の
意
。（A

LR

公
布
時
のD

ivis

ハ
イ
フ
ン
は
〟
で
あ
る
が
－
に
改
め
た
）。

⑿
「
若
シ
法
則
ヲ
紊
シ
風
俗
ヲ
傷

（
ヤ
ブ
）ル
如
キ
有
害
ノ
事
ア
ラ
ハ
監
官
明
ニ
之
ヲ
検
査
シ
其
改
革
方
法
ヲ
州
内
学
校
及
ヒ
教
育
事
務
長
官

ニ
建
白
ス
ヘ
シ
」
ử
§. 5. Schädliche U

nordnungen und M
isbräuche, w

elche sie dabey bem
erkt, m

uß sie der dem
 

Schul-und E
rziehungsw

esen in der Provinz, vorgesetzten B
ehörde zur nähern Prüfung und A

bstellung 

anzeigen.

〔
有
害
な
る
反
社
会
的
行
動
や
暴
力
が
認
め
ら
れ
た
時
に
は
、
前
述
の
州
内
学
校
・
教
育
組
織
へ
詳
し
い
調
査
報
告
を
、

そ
の
排
除
の
為
、
送
っ
て
知
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
い
〕
の
意
。

p.‌
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⑴
「
公
学
校
ア
ル
邑

（
ユ
ウ
）内
及
ヒ
小
都
市
ニ
於
テ
ハ
特
別
ノ
事
由
ア
ラ
サ
レ
ハ
間※
ウ
ィ
ン
ケ
ル
シ
ュ
ー
レ

立
学
校
官
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
私
ニ
設
ケ
タ
ル
学
校
ヲ
云

フ
原
語
適
当
ノ
訳
ナ
シ
故
ニ
姑
ク
間
立
学
校
ト
訳
ス
ヲ

設
ク
ヘ
カ
ラ
ス
」
ử
§. 6. A

uf dem
 Lande und in kleinern Städten, w

o öffentliche Schulanstalten sind, sollen keine 

N
eben-oder sogenannte W

inkelschulen ohne besondere Erlaubniß geduldet w
erden.

〔
公
立
学
校
施
設
の
あ
る
領
邦

や
小
都
市
に
於
て
は
、
脇
校N

ebenschule

や
、
所
謂
、
隅※

校
は
特
別
の
許
可
な
し
に
は
容
認
さ
れ
ざ
る
も
の
と
す
る
〕
の
意
。
但
、
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八

『
功
程
』
で
は
、N

ebenschule

（
や
み
分
校
の
如
き
存
在
）
は
訳
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、W

inkelschule

を
『
功
程
』
初
版
本
で
は

「
潜
立
学
校
」
と
し
て
い
る
。

【
※「
こ
れ
ら
の
学
校
の
発
端
は
遥
か
過
去
の
こ
と
で
あ
る
。
…
都
市
の
片
隅
で
今
を
盛
り
に
繁
茂
を
続
け
て
い
た
。
い
か
が
わ
し
い

過
去
の
持
ち
主
や
人
生
の
敗
残
者
と
な
っ
た
書
生
、
あ
る
い
は
荒
く
れ
た
「
長
屋
の
お
か
み
さ
ん
」
な
ど
が
生
活
の
た
め
に
、
自
己

自
身
は
た
い
て
い
無
学
で
あ
り
な
が
ら
学
習
塾
を
開
き
、怪
し
げ
な
読
み
書
き
計
算
を
教
授
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
運
動
の
う
ち
に
横
た
わ
っ
て
い
る
似
て
非
な
る
教
授
の
自
由
の
結
果
で
あ
る
」
と
Ａ
・
ホ

(H
eubaum

)

イ
バ
ウ
ム
は
謂
う
」
…
「
隅
校
」
は

「
三ペ

ニ
ッ
ヒ
シ
ュ
ー
レ

文
学
級
」〔Pfennig Schule

〕
と
か
「
がク
リ
ッ
プ
シ
ュ
ー
レ

ら
く
た
学
校
」〔K

lippschule

〕
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
と
さ
れ
て
い
る
（
田
中
昭
徳

pp.﻿

146
－
147
）。
な
お
、「
功
程
」
で
は
原
語
の
音
表
記
は
訳
語
の
左
に
振
ら
れ
て
い
た
が
、
全
て
右
に
替
え
て
あ
る
】

A
LR

は
、
次
の
項
〔Von der häuslichen Erziehung.

家
庭
で
の
教
育
に
つ
い
て
〕（
§ 

7
－
8
）
へ
進
む
（
項
名
と
§ 

7

不
訳
出
）。
§. 7. Ä

ltern steht zw
ar frey, nach den im

 Zw
eyten T

itel enthaltenen Bestim
m
ungen, den U

nterricht 

und die Erziehung ihrer K
inder auch in ihren H

äusern zu besorgen.〔
第
二
章
の
諸
規
定
に
よ
っ
て
親
た
ち
が
自
ら
の
家

庭
に
於
て
自
ら
の
子
女
の
教
授
と
訓
育
を
行
な
う
事
は
、
勿
論
自
由
で
あ
る
〕。

か
く
不
訳
出
は
、
明
治
新
政
権
に
よ
る
斉
一
的
国
民
教
育
に
と
っ
て
好
ま
し
か
ら
ざ
る
条
文
、
の
故
か
（
親
の
こ
の
権
利
に
つ
い

て
は
後
述
、
乾
論
文
参
照
）。

⑶
「
人
ニ
傭
ハ
レ
教
授
ス
ル
モ
ノ
ハ
前
ニ
云
ヘ
ル
官
員
学
校
及
ヒ
教
育
事

務
ニ
任
ス
ル
者

ニ
申
請
シ
其
称
職
・（
ヒ
ョ
ウ
）ử
証
明
書

憑
證
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
ử
§. 8. D

iejenigen 

aber, w
elche ein Gew

erbe daraus m
achen, daß sie Lehrstunden in den H

äusern geben, m
üssen sich w

egen 

ihrer T
üchtigkeit dazu, bey der 

§. 3. bezeichneten Behörde ausw
eisen, und sich von derselben m

it einem
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九

Zeugnisse darüber versehen lassen.

〔
傭
わ
れ
て
家
庭
で
授
業
す
る
事
を
生
（
な
り

業わ
い
）と
す
る
者
は
何
人
も
、
第
三
条
に
示
し
た
当
局

に
よ
っ
て
、
そ
の
能
力
を
有
す
る
事
が
証
明
さ
れ
、
且
、
そ
の
証
明
書
が
交
付
さ
れ
る
事
を
要
す
る
〕
の
意
。
続
い
て
、

⑸　
　
　
「
公
学
校
」
ửVon öffentlichen Schulen.

〔
公
立
学
校
に
つ
い
て
〕（
§ 

9
－
11
）
を
各
、
訳
出
。

⑹「
總
テ
公
学
校
ハ
常
ニ
政
府
ノ
視
察
ヲ
受
ケ
其
督
責
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」ử
§. 9. A

lle öffentliche Schul-und Erziehungsanstalten 

stehen unter der A
ufsicht des Staats, und m

üssen sich den Prüfungen und V
isitationen desselben zu allen 

Zeiten unterw
erfen.

〔
全
て
の
公
立
学
校
・
教
育
施
設
は
国
家
の
監
督
下
に
あ
り
、
い
つ
い
か
な
る
時
で
も
国
の
監
査
と
視
察
を

受
け
ね
ば
な
ら
な
い
〕
の
意
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
、
教
育
に
対
す
る
統
制
の
姿
は
『
功
程
』
の
訳
出
文
言
以
上
の
厳
し
さ
が
感
じ
ら
れ

る
。

⑺
「
公
学
校
ニ
於
テ
ハ
宗
派
ノ
異
同
ア
リ
ト
雖
モ
決
シ
テ
生
徒
ノ
入
学
ヲ
妨
ク
ヘ
カ
ラ
ス
」
ử
§. 10. N

iem
anden soll, w

egen 

V
erschiedenheit des Glaubensbekenntnisses, der Zutritt in öffentliche Schulen versagt w

erden.〔
何
人
も
信
仰
告
白

の
違
い
に
よ
っ
て
公
立
学
校
へ
の
入
学
を
拒
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
〕
の
意
。
公
教
育
の
、
宗
派
か
ら
の
独
立
・
自
由
が
法
に
よ
っ
て

保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑻
「
生
徒
中
若
シ
公
学
校
ニ
於
テ
教
フ
ル
法
教
ヲ
奉
セ
サ
ル
モ
ノ
ア
レ
ハ
法
教
教
授
席
ニ
列
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
ử
§. 11. K

indern, die 

in einer andern Religion, als w
elche in der öffentliechen Schule gelehrt w

ird, nach den Gesetzen des Staats 

erzogen w
erden sollen, können dem

 Religionsunterrichte in derselben beyzuw
ohnen nicht angehalten w

erden.

〔
法
に
基
い
て
国
家
が
設
立
し
た
公
立
学
校
で
学
ぶ
際
、
学
校
で
の
宗
教
授
業
と
宗
派
の
異
な
る
児
童
は
、
自
ら
の
宗
派
の
宗
教
授
業

に
出
席
す
る
事
を
阻
止
さ
れ
る
事
は
な
い
〕
の
意
で
、「（
学
校
で
の
）
法
教
教
授
席
ニ
列
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
で
は
な
い
。
い
わ
ば
、
信

教
の
自
由
の
具
体
化
の
一
例
と
い
う
べ
き
か
。
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一
〇

⑽　
　
　
「
一
般
小
学
校
」
ửI. Von gem

einen Schulen.

〔
第
一
節

　
庶
民
学
校
に
つ
い
て
〕
の
意
で
、
既
述
の
項
、
と
同
じ
扱

い
で
な
くA

LR, II.12.

の
三
つ
の
節
の
一
つ
で
、
先
述
の
如
く
（
§ 

12
－
53
）
の
条
文
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
の
節
の
最
初
の
項

が
〔Aufsicht und D

irection derselben.

そ
の
監
督
と
指
導
〕（
§ 

12
－
17
）
で
あ
る
が
、
こ
の
項
名
を
訳
出
し
て
い
な
い
。

⑾
「
小
学
校
ハ
各
所
ノ
地
方
長
官
ト
法
教
師
ト
ノ
管
轄
ヲ
受
ク
」
は
§ 

12
の
長
い
一
文
の
最
初
の
節
を
訳
出
し
て
い
な
い
。
即
ち
、

§. 12. Gem
eine Schulen, die dem

 ersten U
nterichte der Jugend gew

idm
ent sind, stehen unter der D

irection der 

Gerichtsobrigkeit eines jeden O
rts, w

elche dabey die Geistlichkeit eines Gem
eine [Gem

einde], zu w
elcher die 

Schule gehört, zuziehn [zuziehen] m
uß.〔

年
少
者
の
初
歩
教
育
を
事
と
す
る
庶
民
学
校
は
各
自
居
住
区
の
裁
判
所
当
局
の
管
轄

下
に
置
く
も
の
と
す
る
が
、
そ
れ
に
は
、
こ
の
学
区
の
人
々
を
牧
す
る
聖
職
者
の
立
合
い
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〕
の
意
で
あ
っ
て
、

〔
…
地
方
長
官
ト
法
教
師
ノ
管
轄
ヲ
受
ク
〕
で
は
少
し
正
確
さ
を
欠
く
憾
が
あ
る
。

各
宗
派
の
教
育
支
配
排
除
の
た
め
、
裁
判
所
と
い
う
国
家
の
機
構
を
通
し
て
法
的
一
元
的
に
国
家
が
教
育
を
支
配
せ
ん
と
す
る
意

志
の
表
わ
れ
、
と
み
ら
れ
る
。
以
下
、『
功
程
』
は
、
こ
の
項
の
§ 

13
－
17
を
逐
条
的
に
訳
出
（
本
小
論
で
は
原
文
提
示
等
を
略
）、

次
項
（
次
頁
）
へ
と
進
む
。

p.‌
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⑼　
　
　
「
学
校
所
有
地
」　

こ
の
項
の
原
文
ửÄußere Rechte der Schulanstalten.

〔
学
校
建
造
物
の
対
外
的
権
利
〕
で
（
§ 

18
－
21
）
か
ら
成
る
。「
学
校
所
有
地
」
？○

と
し
て
お
く
。

⑽
「
学
校
建
築
ハ
寺
院
ト
同
シ
ク
特
別
ノ
権
ヲ
有
ス
ル
者
ナ
リ
」
ử
§. 18. Schulgebäude genießen eben die V

orrechte, w
ie 

die K
irchengebäude. (T

it.  X
I. 

§. 170 sqq.)

〔
学
校
建
造
物
は
教
会
建
造
物
と
同
様
に
特
権
を
享
受
す
る
（
第
十
一
章
第
百
七
十

条
以
下
）〕。
右
の
（　

）
部
分
は
不
訳
出
。
こ
れ
が
次
の
§ 

19
の
訳
出
文
割
書
を
不
分
明
な
も
の
に
し
て
い
る
。
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一

⑾
「
学
校
ニ
属
セ
ル
土
地
及
ヒ
財
産
ニ
付
テ
ハ
寺
院
ノ
規
則
ニ
準
ス
ヘ
シ
国
憲
第
九
篇
第
百
九
十

三
章
ヲ
参
考
ス
ヘ
シ

然
レ

学
校
所
属
ノ
金
及
ヒ
土
地
ハ
官

庁
ノ
管
轄
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
」（
割
書
の
「
国
憲
」
ử
〔Ebens.

同
書
〕。「
第
百
九
十
三
章（
条
）」
は
、
当
初
版
で
は
§. 192.

コ
ッ
ホ

編
で
は
§. 193.　

即
ち
、『
功
程
』へ
の
訳
出
テ
キ
ス
ト
は
修
正
を
加
え
た
版
、と
い
え
る
）ử
§. 19. A

uch von den Grundstücken 

und übrigem
 V
erm
ögen der Schulen gilt in der Regel alles das, w

as vom
 K
irchenverm

ögen verorsdet ist. 

(Ebend. 

§. 192. [193] sqq. Sect. [A
bschn.] IX

.).

右
「
財
産
」
ử
〔das übige V

erm
ögen　

余
剰
財
産
〕
の
事
。「
割
書
」
は
原
文
の
（　

）
内
の
註
記
で
、「
国
憲
」
で
必
ず
し

も
誤
り
で
は
な
い
が
〔
同
書
第
九
章
第
百
九
十
三
条
以
下
〕
の
意
。
又
、「
割
書
」
の
終
り
後
「
然
レ

学
校
所
属
の
金
（
か
ね
）及
ヒ
土
地
ハ

官
庁
ノ
管
轄
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
」
は
次
の
条
文
で
あ
る
。
即
ち
、
§. 20. D

och sind V
erm
ögen und Grundstücke, die zu 

einer gem
einen Schule gehören, von der ordentlichen Gerichtsbarkeit nicht ausgenom

m
en.

〔
庶
民
学
校
所
有
の
財

産
や
土
地
は
、
正
規
の
裁
判
権
の
管
轄
外
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
〕
の
意
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
条
文
§ 

19
・
20
を
一
つ
の
条
文
の
如

く
に
し
て
い
る
。
次
は
p.‌

615
の
最
終
行
と
p.‌

616
の
一
行
目
で
あ
る
。

p.‌

615
－
616

⑴
「
学
校
ハ
寄
附
金
又
ハ
死
後
遺
納
セ
ル
金
ヲ
以
テ
建
ツ
ト
モ
寺
院
及
ヒ
法
教
社
中
ノ
束
縛
ヲ
受
ク
ル
ヿ
ナ
シ
」
ử
§. 21. A

uch 

sind inländische Schulen, bey Schenkungen und V
erm
ächtnissen, den Einschränkungen der K

irchen und 

geistlichen Gesellschaften nicht unterw
orfen. (T

h. I. T
it. X
L. 

§. 1075)

の
訳
出
。
但
、（　

）
内
〔
第
一
篇
第
四
十
章
第
千

五
十
七
条
〕
は
不
訳
出
。
次
は
項
〔Bestellung der Schullehrer.

教
師
の
任
用
〕（
§ 

22
－
25
）
で
あ
る
が
項
名
不
訳
出
。

p.‌

616
⑵
「
学
校
教
師
ヲ
命
ス
ル
ハ
必
地
方
長
官
ノ
関
係
タ
ル
ヘ
シ
教
師
ト
ナ
ル
ヘ
キ
許
可
ノ
憑
證
ナ
キ
モ
ノ
ハ
直
ニ
教
師
ヲ
命
ス
ヘ
カ
ラ
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二

ス
」
ử
§. 22. D

ie Bestellung der Schullehrer kom
m
t in der Regel der Gerichtsobrigkeit zu.

〔
教
師
の
任
用
は
、通
例
、

裁
判
所
当
局
の
担
当
で
あ
る
〕の
意
。
§ 

23
は
不
訳
出
で
あ
る
が
参
考
迄
に
記
し
て
お
く
。〔
§. 23. D

urch w
en diese Befugniß 

in A
nsehung der auf D

om
einen-oder andern K

öniglichen Gütern zu bestellenden Schulm
eister ausgeübt w

erde, 

ist nach den V
erfassungen einer jeder Provinz bestim

m
t.

教
員
採
用
は
、
領
邦
と
王
国
の
両
財
政
を
顧
慮
し
て
、
そ
の
権

限
の
行
使
が
な
さ
れ
る
が
、（
最
終
的
に
は
）
各
州
の
憲
法
に
基
く
も
の
と
す
る
〕
の
意
。
次
条
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

§. 24. Ü
berall aber soll kein Schulm

eister bestellt und angenom
m
en w

erden, der nicht zuvor, nach angestellter 

Prüfung, ein Zeugniß der T
üchtigkeit zu einem

 solchen A
m
te erhalten hat.

〔
然
し
な
が
ら
、
如
何
な
る
所
で
も
教
員

の
招
致
・
採
用
は
、
採
用
試
験
、
即
ち
、
こ
の
官
職
に
対
し
て
能
力
あ
り
と
す
る
証
明
を
得
る
前
に
な
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
す

る
〕
の
意
。

こ
の
事
か
ら
、こ
の
⑵
の
一
文
「
学
校
教
師
ヲ
命
ス
ル
ハ
…
」
は
§ 

22
と
24
を
一
括
り
に
し
て
一
条
文
の
如
く
に
な
し
た
も
の
で

あ
る
事
が
判
明
す
る
。

⑷
「
新
ニ
教
師
ニ
採
用
ス
ヘ
キ
者
ハ
邑
内
ノ
検イ

ン
ス
ペ
ク
ト
ル

査
官
コ
レ
ニ
面
会
シ
若
シ
免
許
ノ
憑
證
ナ
キ
時
ハ
検
査
官
更
ニ
之
ヲ
試
験
ス
ヘ
シ
」

ử
§. 25. Es m

uß also jeder neu anzunehm
ende Schullehrer dem

 K
reisinspector oder Erzpriester angezeigt, und 

w
enn er noch m

it keinem
 Zeugnisse seiner  T

üchtigkeit  versehen ist, dem
selben zur Prüfung vorgestellt  

w
erden.

の
訳
出
で
あ
る
。
右
「
邑
内
ノ
検イ
ン
ス
ペ
ク
ト
ル

査
官
」
は
、
教
師
採
用
を
行
な
う
地
域
のK

reisinspector

〔
管
区
検
閲
官
〕
で
あ
る
。

「
コ
レ
ニ
面
会
シ
」
の
前
に
、「
又
は
（
管
区
の
）Erzpriester
ử
首
席
牧
師
」
が
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
（
日
本
で
は
不
要
の
故
か
）。

「
更
ニ
之
ヲ
試
験
ス
ヘ
シ
」
で
は
な
く
〔
新
採
用
さ
れ
ん
と
す
る
教
師
に
、そ
の
資
質
あ
り
と
証
明
で
き
な
い
時
に
は
試
験
結
果
を
彼

に
知
ら
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
〕
の
意
。
次
条
§ 

26
か
ら
新
し
い
項
で
あ
る
が
不
訳
出
。
即
ち
、
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三

〔Rechte und Pflichten derselben.

彼
等
自
身
の
権
利
と
義
務
〕（
§ 

26
－
28
）。

⑹
「
小
学
校
ノ
教
員
ハ
特
別
ノ
権
ヲ
有
セ
ス
地
方
長
官
ノ
管
轄
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
ử
§. 26. Gem

eine Schullehrer haben keinen 

privilegirten Gerichtsstand, sondern sind der ordentlichen Gerichtsobrigkeit des O
rts unterw

orfen.

こ
の
原
文
よ

り
、「
小
学
校
教
員
」
ửGem

eine Schullehrer

〔
庶
民
学
校
教
師
〕
で
あ
り
、「
特
別
ノ
権
ヲ
有
セ
ス
」
ử
〔
特
権
的
な
（
被
）
裁

判
権
を
有
せ
ず
〕
の
意
で
あ
る
。「
地
方
長
官
ノ
管
轄
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
ử
〔（
居
住
）
地
区
の
通
常
の
（
被
）
裁
判
権
に
従
属
す
る
も

の
と
す
る
〕
の
意
。
§ 
27
・
28
不
訳
出
。
次
の
項
目
名
不
訳
出
。

〔U
nterhalt.

経
費
〕（
§ 
29
－
33
）。
§. 29. W
o keine Stiftungen für die gem

einen Schulen vorhanden sind, liegt die 

U
nterhaltung der Lehrer den säm

m
tlichen H

ausvätern jedes O
rts, ohne U

nterschied, ob sie K
inder haben, oder 

nicht, und ohne U
nterschied des Glaubesbekenntnisses ob.

こ
れ
を
『
功
程
』
は
次
の
如
く
訳
出
す
る
。

⑺
「
教
師
ノ
給
料
ハ
小
学
校
ノ
為
ニ
備
フ
ル
積
金
ア
ラ
サ
ル
地
方
ニ
於
テ
ハ
毎
戸
子
女
ノ
有
無
宗
派
ノ
差
別
ニ
拘
ハ
ラ
ス
總
テ
之
ヲ

出
サ
シ
ム
」。
以
上
か
ら
現
在
な
ら
、「
積
金
」Stiftungen

→
〔
諸
基
金
〕、「
小
学
校
」
→
〔
庶
民
学
校
〕
と
訳
出
。säm

m
tlich 

säm
tlich

ử
「
總
て
」、「
宗
派
ノ
差
別
」U

nterschied des Glaubesbekenntnisses

→
〔
信
仰
告
白
の
違
い
〕
の
意
で
あ
る
、
と

し
て
お
く
。
こ
の
§ 

29
は
、
庶
民
学
校
の
費
用
負
担
が
地
方
住
民
に
あ
る
事
を
定
め
た
条
文
、
と
い
え
る
。

⑼
「
然
レ

其
地
方
ノ
居
民
奉
ス
ル
所
ノ
宗
派
ニ
従
ヒ
小
学
校
ヲ
設
ク
ル
所
ニ
於
テ
ハ
宗
派
ノ
差
別
ニ
因
テ
教
師
ノ
歳
俸
ヲ
給
ス
ヘ

シ
」
ử
§ 

30
の
訳
出
で
、〔
あ
る
地
方
の
住
民
が
一
宗
派
に
属
す
る
人
が
極
め
て
多
く
、
庶
民
学
校
も
、
そ
の
宗
派
立
が
同
様
で
あ

る
時
に
は
住
民
の
教
師
給
与
負
担
は
、
そ
の
宗
派
立
校
の
分
だ
け
で
も
よ
い
〕
の
意
で
あ
る
（
原
文
略
）。

⑾
「
右
学
校
負
担
ハ
其
居
民
ノ
家
産
ニ
従
ヒ
金
或
ハ
産
物
ヲ
以
テ
納
メ
シ
ム
ヘ
シ
其
指
揮
ハ
地
方
長
官
ヨ
リ
ス
ヘ
シ
」
ử
§ 

31
の
訳

出
。「
金
」
ửGeld

〔
か
ね
〕
で
あ
る
。「
地
方
長
官
」
は
す
で
に
指
摘
し
た
如
く
、Gerichtsobrigkeit

〔
裁
判
所
当
局
〕
で
あ
る
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四

（
原
文
略
）。

⑿
「
此
費
用
ヲ
供
ス
ル
民
家
ノ
少
年
ハ
別
ニ
学
費
ヲ
払
フ
ヿ
ナ
シ
」
ử
§ 

32
の
訳
出
で
あ
る
。「
少
年
」
ửkinder

の
訳
出
な
の
で

〔
子
女
〕
の
方
が
適
当
か
。「
学
費
ヲ
払
フ
ヿ
ナ
シ
」
ửvon Entrichtung eines Schulgeldes für im

m
er frei.

〔
学
費
の
納
入

に
つ
い
て
は
常
に
無
料
〕
の
意
。
零
細
家
計
で
地
区
の
学
校
分
担
金
を
支
払
え
な
い
家
の
子
供
の
授
業
料
は
原
則
、
納
入
を
要
し
た

事
が
判
る
（
原
文
略
）。

p.‌

617
⑴
「
村
里
ニ
住
シ
所
有
地
ア
ル
モ
ノ
ハ
其
地
内
ニ
住
ス
ル
無
産
ノ
細
民
ヲ
扶
助
ス
ヘ
シ
」
ử
§. 33. Gutsherrschaften auf dem

 

Lande sind verpflichtet, ihre U
nterthanen, w

elche zur A
ufbringung ihres schuldigen Beytrags ganz oder zum

 

T
heil  auf eine Zeitlang unverm

ögend sind, babey nach N
othdurft zu unterstützen.

『
功
程
』
は
、
こ
の
条
文
の
最
初
の
節
を
訳
出
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
条
文
は
領
民
の
学
校
負
担
金
に
対
す
る
、
そ
の
領
民

の
領
主
と
も
い
う
べ
きGutsherrschat
の
責
務
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
も
の
で
、〔〔
大
土
地
所
有
〕
領
主
は
、
そ
の
領
民
が
分
担

金
を
拠
出
す
る
の
に
全
面
的
或
は
、
部
分
的
に
、
一
時
、
不
能
に
な
っ
た
際
に
は
、
そ
の
必
須
の
も
の
（
分
担
金
等
）
を
援
助
す
べ

き
で
あ
る
〕
の
意
。

⑵
「
学
校
建
築
及
ヒ
教
師
住
宅
ノ
費
用
ハ
總
テ
人
民
ノ
担
任
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
其
地
方
ノ
居
民
悉
ク
之
ヲ
出
ス
ヘ
シ
」
ử
§ 

34
の
訳
出
。

こ
れ
は
、
項
〔Schulgebäude

学
校
建
造
物
〕（
§ 

34
－
38
）
の
最
初
の
条
文
で
あ
る
。
§. 34. A

uch die U
nterhaltung der 

Schulgebäude und Schulm
eister-W

ohnungen m
uß
, als gem

eine Last, von allen zu einer solchen Schule 

gew
iesenen Einw

ohnern ohne U
nterschied getragen w

erden.
〔
又
、
学
校
建
造
物
や
教
員
住
宅
の
維
持
は
、
共
同
負
担
と

し
て
、
こ
の
学
校
に
関
係
す
る
住
民
は
例
外
な
く
、
負
担
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
〕
の
意
。
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五

⑷
「
学
校
ア
ル
地
方
ニ
隣
リ
テ
住
ス
ル
人
民
モ
学
校
造
営
費
用
ハ
各
其
一
般
居
民
ノ
課
率
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
ử
§. 35. D

och trägt das 

M
itglied einer frem

den zugeschlagenen Gem
eine zur U

nterhaltung der Gebäude nur halb so viel bey, als ein 

Einw
ohner von gleicher Classe an dem

 O
rte, w

o die Schule befindlich ist.

〔
然
し
な
が
ら
、
隣
接
し
て
い
る
自
治
体
の

住
民
は
、
校
舎
の
維
持
費
は
学
校
の
あ
る
地
域
の
同
じ
階
層
の
半
額
を
負
担
す
る
だ
け
で
よ
い
〕
の
意
で
、「
一
般
住
民
の
課
率
」
は

錯
誤
で
あ
る
。

⑹
「
学
校
ヲ
建
築
シ
又
ハ
之
ヲ
修
理
ス
ル
時
ハ
諸
都
会
ノ
總
代
及
ヒ
村
里
ノ
地
主
ハ
其
土マ

マ

ノ
産
物
ヲ
以
テ
右
造
営
入
費
ニ
代
償
ス
ヘ

シ
」
ử
§ 

36
の
訳
出
。「
諸
都
会
ノ
總
代
」
ửdie M

agisträte in den Städten,

〔
市
の
評
議
会
〕。「
村
里
ノ
地
主
」
ửdie 

Gutsherrschaften auf dem
 Lande,

〔
大
土
地
所
有
領
主
〕（
既
述
）。
こ
の
条
文
は
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
支
配
層
の
責
務
の
表
明
、

と
し
て
お
く
（
結
局
は
領
民
負
担
に
帰
す
る
、
と
し
て
も
）。（
原
文
略
）。
§ 

37
・
38
不
訳
出
。

次
は
、
項
〔Rflicht der Schulgem

eine zur H
erbeyholung neuer Schulm

eister.

学
区
民
の
、
招
致
新
任
教
員
に
対
す
る

責
務
〕（
§ 

39
－
42
）、
で
あ
る
が
全
て
不
訳
出
。
本
小
論
で
も
記
述
略
。
次
は
新
し
い
項
で
あ
る
。

⑻　
　
　
「
児
童
ヲ
就
学
セ
シ
ム
可
キ
親
の
義
務
」
ửPflicht der Ältern, ihre Kinder zur Schule zu halten.

（
§ 

43
－
46
）。

但
、
§ 

44
・
46
不
訳
出
。

⑼
「
毎
家
其
児
童
ヲ
宅
裏
ニ
於
テ
教
授
ス
ル
能
ハ
ス
或
ハ
教
授
ス
ル
ヲ
欲
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
齢
満
五
歳
ニ
至
テ
必
入
校
セ
シ
ム
ヘ
シ
」

ử
§. 43. Jeder Einw

ohner, w
elcher den nöthigen U

nterricht für seine K
inder in seinem

 H
ause nicht besorgen 

kann, oder w
ill, ist schuldig, dieselben nach zurückgelegtem

 fünften Jahre zur Schule zu schicken.

の
訳
出
。
次
の

§ 

44
は
不
訳
出
。

⑾
「
家
業
ニ
因
リ
己（

マ
マ
）已ム
ヲ
得
ス
定
規
ノ
学
校
時
間
ヲ
闕
ク
ノ
児
童
ハ
日
曜
日
及
ヒ
休
暇
時
間
ニ
於
テ
特
別
ノ
授
業
ヲ
受
ク
ヘ
シ
」
ử
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§. 45. Zum
 Besten derjenigen K

inder, w
elche w

egen häuslicher Geschäfte die ordinairen Schulstunden, zu 

gew
issen nothw

endiger A
rbeit gew

idm
eten Jahreszeiten, nicht m

ehr ununterbrochen besuchen können, soll am
 

Sonntage, in den Feyerstunden zw
ischen der A

rbeit, und zu andern schicklichen Zeiten, besondrer U
nterricht 

gegeben  w
erden.

〔
家
業
の
た
め
、
確
か
で
不
可
欠
の
仕
事
に
一
年
中
従
事
し
て
い
て
、
中
断
し
て
は
な
ら
ぬ
授
業
を
少
な
か
ら

ず
中
断
し
て
し
ま
う
児
童
は
、
日
曜
日
か
或
は
、
仕
事
の
合
間
の
休
み
時
間
、
又
は
適
宜
な
時
間
に
特
別
の
授
業
が
与
え
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
〕
の
意
。
§ 

46
不
訳
出
〔
必
須
知
識
が
得
ら
れ
た
と
判
る
迄
授
業
を
要
す
る
、
と
す
る
内
容
〕。

以
下
は
注
目
す
べ
き
項
と
、
そ
の
条
文
を
中
心
に
論
を
進
め
る
事
と
す
る
。

p.‌
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⒀　
　
　
「
視
察
職
分
」
ửPflichten der Schulaufseher.

〔
学
校
監
督
官
の
職
責
〕（
§ 

47
－
48
）
は
訳
出
。
こ
れ
は
p.‌

618
⑴
と

⑶
で
あ
る
。

次
の
項〔Pflichten des Predigers.

説
教
者
の
責
務
〕（
§ 

49
）は
全
く
不
訳
出
。
参
考
迄
に
提
示
し
て
お
く
。〔
§. 49. Prediger 

des O
rts  ist  schuldig,  nicht  nur  durch A

ufsicht,  sondern  auf  durch eignen  U
nterricht,  des  Schulm

eisters  sow
ohl,  

als der K
inder, zur Errichung des Zw

ecks der Schulanstalten thätig m
itzuw

irken.

地
区
の
説
教
師
に
は
、
学
校
を
監

督
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
、
児
童
さ
ら
に
は
、
教
師
を
も
説
教
す
る
事
に
よ
っ
て
学
校
施
設
が
目
的
と
し
て
い
る
事
に
協
働
す
る

責
務
が
あ
る
〕。

明
治
新
政
権
が
創
始
、
定
着
を
図
っ
て
い
た
国
民
教
育
に
基
督
教
説
教
師
が
干
与
す
る
等
の
事
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ

の
項
と
条
文
（
§ 

49
）
は
不
訳
出
に
な
っ
た
、
と
し
て
お
く
。
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p.‌
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⑸　
　
　
「
校
内
譴
責
」
ửSchulzucht.

〔
校
内
規
律
〕（
§ 

50
－
53
）。

⑹
「
学
校
ニ
於
テ
生
徒
ヲ
罰
ス
ル

決
シ
テ
健
康
ヲ
害
ス
ル
如
キ
粗
暴
ノ
事
ヲ
ナ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
ử
§. 50. D

ie Schulzucht darf 

niem
als bis zu M

ißhandlungen, w
elche der Gesundheit der K

inder auch nur auf entfernte A
rt schädlich w

erden  

könnten, ausgedehnt w
erden.

⑺
「
児
童
モ
シ
悪
行
ア
リ
テ
之
ヲ
罰
ス
ル
ニ
軽
法
ヲ
以
テ
ス
レ
ハ
遂
ニ
甚
シ
キ
ニ
至
ル
ヲ
恐
レ
ハ
教
師
コ
レ
ヲ
学
校
委
員
及
ヒ
其
長

官
ニ
達
ス
ヘ
シ
」は
ử
§ 

51
の
訳
出
。「
学
校
委
員
…
其
長
官
ニ
達
ス
ヘ
シ
」はso m

uß er der O
brigkeit und dem

 geistlichen 

Schulvorsteher davon A
nzeige m

achen.

〔
そ
れ
に
つ
い
て
、
彼
（er

ửSchullehrer

教
師
）
は
当
局
及
び
、
校
内
宗
教
主
任

者
に
通
知
せ
ね
ば
な
ら
な
い
〕
の
意
。

⑼
「
右
官
員
等
ヨ
リ
其
両
親
及
ヒ
後
見
人
ニ
委
細
ノ
情
実
ヲ
諭
シ
改
心
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
ヘ
シ
」
ử
§ 

52
の
訳
出
。

⑽「
然
リ
ト
雖
モ
両
親
ヲ
シ
テ
譴
責
ヲ
施
ス
ニ
付
決
シ
テ
前
ニ
記
セ
ル
如
キ
粗
暴
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」ử
§. 53. A

ber auch 

dabey dürfen die der älterlichen Zucht vorgeschriebenen Gränzen nicht überschritten w
erden.

〔
然
し
な
が
ら
、そ

の
場
合
で
も
親
の
叱
責
は
、
既
に
決
定
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
規
律
の
限
度
を
書
替
え
る
事
は
許
さ
れ
な
い
〕
の
意
。

以
上
に
て
、「
一
般
小
学
校
」
ửI. Von gem

einen Schulen.
〔
第
一
節

　
庶
民
学
校
に
つ
い
て
〕
の
条
文
へ
の
論
及
を
終
え
、

第
二
節
に
進
む
。

⑿　
　
　
「
中
学
校
」
ửII. Von gelehrten Schulen und G

ym
nasien.

〔
第
二
節

　
実（

進
）学

学
校
及
び
、
ギ
ム
ナ
ジ
ゥ
ム
に
つ
い

て
〕
の
意
で
あ
る
（
§ 

54
－
66
）。
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一
八

⒀
「
中
学
校
ハ
学
校
及
ヒ
教
育
事
務
ニ
付
キ
政
府
ヨ
リ
委
任
セ
ル
官
員
ノ
管
轄
ヲ
受
ク
右
官
員
ハ
常
ニ
学
校
定
則
及
ヒ
教
授
ノ
完
全

ス
ル
コ
ト
ヲ
旨
ト
シ
テ
之
ヲ
監
督
ス
ヘ
シ
」
ử
§. 56. D

ergleichen Schulen stehen unter der nähern D
irection der dem

 

Schul-und Erziehungsw
esen, vom

 Staate vorgesetzten Behörde; w
elche besonders darauf sehen m

uß, daß der 

U
nterricht Zw

eckm
äßig eingerichtet und die Schule unter beständiger A

ufsicht gehalten w
erde.

〔
か
か
る
学
校

は
、
学
校
・
教
育
制
度
の
為
に
国
が
組
織
し
た
官
庁
の
、
よ
り
直
接
的
な
指
揮
の
下
に
あ
る
。
こ
の
官
庁
は
授
業
が
適
正
に
な
さ
れ

て
い
る
か
、
学
校
が
不
断
の
監
督
下
に
置
か
れ
て
い
る
か
を
特
に
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〕
の
意
。

こ
の
§ 

56
の
前
二
条
、
§ 

54
・
55
は
不
訳
出
で
あ
る
が
、「
中
学
校
」
の
定
義
と
、
そ
の
権
限
に
つ
い
て
決
め
て
い
る
の
で
紹
介

し
て
お
く
。
こ
の
§ 

54
か
ら
前
述
の
第
二
節
が
始
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
。

〔
§. 54. Schulen und Gym

nasia, in w
elchen die Jugend zu höhern W

issenschaften, oder auch zu K
ünsten und 

bürgerlichen Gew
erben, durch Beybringung der dabey nöthigen oder nützlichen w

issenschaftlichen K
enntnisse 

vorbereitet w
erden soll, haben die äußern Rechte der Corporationen.

こ
の
学
校
や
ギ
ム
ナ
ジ
ゥ
ム
で
は
、若
者
が
高
度

な
学
術
や
技
術
或
は
、
市
民
が
生
業
の
為
め
授
業
を
通
し
て
、
そ
れ
に
必
要
に
し
て
有
益
な
学
術
的
知
識
が
用
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
団
体
と
し
て
の
対
外
的
諸
権
能
が
保
持
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
〕
の
意
。
そ
の
権
能
の
行
使
に
つ
い
て
は
次
の
条

文
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
§. 55. D

iese Rechte w
erden durch die Schulcollegia, nach der eingeführten Schulordnung jedes O

rts, ausgeübt.

こ
れ
ら
の
権
能
は
既
に
公
表
さ
れ
て
い
る
各
地
の
学
校
規
範
に
基
づ
い
て
、
教
師
団
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
も
の
と
す
る
〕
の
意
。

p.‌
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⑵
「
右
学
校
家
屋
土
地
及
ヒ
財
産
ニ
付
テ
ハ
總
テ
寺
院
ノ
如
ク
ス
但
家
屋
ハ
前
章
小
学
ノ
条
ヲ

参
観
ス
ヘ
シ
ニ
掲
ケ
タ
ル
諸
件
ニ
準
ス
ヘ
シ
」
ử
§. 
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省
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プ
ロ
イ
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一
般
ラ
ン
ト
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一
九

57. V
on den Gebäuden, Grundstücken, und V

erm
ögen solcher A

nstalten gilt alles, w
as in A

nsehung der 

K
irchen und deren V

erm
ögen im

 vorigen T
itel verordnet ist.

の
訳
出
。

⑷
「
中
学
校
ハ
寄
附
及
ヒ
死
後
遺
納
セ
ル
金
ア
リ
ト
モ
小
学
校
ト
同
シ
ク
法
教
社
中
ノ
敢
テ
専
任
ス
ル
所
ニ
ア
ラ
ス
一
千
八
百
三
十
三
年

ノ
布
告
憲
法
ニ
因
テ

之
ヲ
廃
ス
」
ử
§ 
58
の
訳
出
。
勿
論
、A

LR

発
布
時
に
は
割
書
部
分
は
な
く
、
§. 58. D

och sind Gym
nasia und Realschulen, in 

A
nsehung der Schenkungen und V

erm
ächtnisse, den Einschränkungen der K

irchengesellschaften eben so 

w
enig, w

ie die gem
einen Sohulen, unterw

orten.

〔
然
し
な
が
ら
、
ギ
ム
ナ
ジ
ゥ
ム
や
実
業
学
校
は
庶
民
学
校
と
同
じ
く
、
寄

附
や
遺
贈
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
基
督
教
界
の
容
喙
を
少
し
も
許
す
も
の
で
は
な
い
〕
の
意
の
み
。
先
述
、
コ
ッ
ホ
編
のA

LR

で
は
§. 58. A

〔
廃
止
〕

ufgehoben
33

）
と
あ
り
、脚
註
33
で
〔(2. A

.) D
er 

§. 58. Lautet: 

§.58

の
内
容
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
〕
と
し
て
当

初
の
条
文
を
〔
補
遺
２
〕
で
覆
刻
。
そ
の
前
に
〔G. v. 13. M

ai 1833 (Zus. zu 

§. 39, T
it. 12, T

h.I).

一
八
三
三
年
五
月
十
三
日
付

法
律
。
第
一
篇
第
十
二
章
第
三
十
九
条
に
統
合
〕、
と
註
記
。

割
書
部
分
は
、
こ
の
コ
ッ
ホ
編A

LR

に
依
っ
た
か
或
は
、
一
八
三
三
年
の
、
こ
の
法
改
正
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
タ
ー
ル
付
法
律

書
に
依
っ
た
事
が
判
る
も
の
で
あ
る
（
こ
の
法
律
書
は
筆
者
未
見
。
後
述
§ 

77
参
照
）。

⑹
ử
§ 

59
の
訳
出
。

⑻
ử
§ 

60
の
訳
出
。（
前
条
と
共
に
説
明
略
）。

⑾「
学
校
視
察
に
選
挙
セ
ラ
ル
ゝ
者
ハ
行
状
正
シ
キ
者
及
ヒ
公
平
ナ
ル
者
ニ
限
ル
ヘ
シ
」ử
§. 61. Zu A

ufsehern m
üssen Leute 

von hinlänglichen K
enntnissen, guten Sitten, und richtiger Beurtheilungskraft gew

ählt w
erden.

〔
学
校
視
察
の
為

に
は
、
十
分
な
知
識
あ
り
、
礼
節
正
し
く
、
適
正
な
価
値
判
断
能
力
を
有
す
る
人
が
選
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い
〕
の
意
。

⒀
－
次
頁
⑵
迄
は
§ 

62
の
訳
出
。
ử
§. 62. D

iese m
üssen junge Leute, w

elche sich einer Lebensart, die gelehrte 
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二
〇

K
enntnisse erfordert, w

idm
en, und zu dem

 Ende die U
niversität beziehen w

ollen, gleichw
ohl aber sich durch 

Geistesfähigkeiten und A
nlagen zu einer gründlichen Gelehrsam

keit nicht auszeichnen, vom
 Studiren ernstlich 

abm
ahnen, und deren Ä

ltern oder V
orm
ünder dahin zu verm

ögen suchen, daß sie dergleichen m
ittelnäßige 

Subjecte  zu andern nützlichen Gew
erben in Zeiten anhalten.

〔（
視
察
官
に
選
ば
れ
て
）
こ
れ
ら
の
者
は
、必
要
な
る
学
識

（
試
験
）
の
為
に
日
々
精
進
し
、
大
学
進
学
を
目
差
し
て
い
る
若
者
に
つ
い
て
、
頑
張
っ
て
は
い
る
が
如
何
せ
ん
、
精
神
的
能
力
や
資

質
の
面
で
の
基
礎
的
知
識
も
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
入
試
の
勉
強
か
ら
離
れ
る
よ
う
懸
命
に
説
得
し
、
又
、
こ
の
件
に
関
し
て

両
親
や
後
見
人
に
話
し
、
か
か
る
無
駄
事
か
ら
他
の
、
世
に
必
要
な
生
業
に
速
や
か
に
転
換
さ
せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〕。

p.‌
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⑶
「
前
條
ト
全
ク
相
反
シ
テ
学
問
ニ
於
テ
秀
才
ナ
ル
生
徒
ハ
之
ヲ
鼓
舞
シ
テ
其
成
績
ヲ
奨
勧
シ
且
資
用
ヲ
給
ス
ヘ
シ
」
ử
§. 63. 

D
agegen sollen junge Leute, w

elche vorzügliche Fähigkeiten und A
nlagen zeigen, zur Fortsetzung ihrer 

Studien aufgem
untert und unterstützt w

erden.

〔
こ
れ
に
反
し
て
、
非
常
に
優
れ
た
能
力
と
資
質
を
示
し
た
若
者
に
は
、
そ

の
学
習
の
継
続
の
為
、
奨
励
と
支
援
が
な
さ
れ
る
べ
き
事
と
す
る
〕
の
意
。

⑸「
公
学
校
ニ
入
リ
タ
ル
生
徒
ハ
其
教
師
及
ヒ
学
校
視
察
ヨ
リ
与
フ
ル
学
科
成
業
及
ヒ
行
状
ノ
憑
證
ナ
ケ
レ
ハ
退
学
ス
ル
ヲ
許
サ
ス
」

ử
§. 64. K

ein Landeseingebohrner, w
elcher eine öffentliche Schule besucht hat, soll ohne ein von den Lehrern 

und Schulaufsehern unterschriebenes Zeugniß über die Beschaffenheit der sich erw
orbenen K

enntnisse, und 

seines sittlichen V
erhaltens von der Schule entlassen w

erden.

〔
公
立
学
校
に
通
う
領
邦
生
ま
れ
の
者
は
何
人
も
、
自
ら

が
学
ん
で
き
た
知
識
の
程
度
と
道
徳
的
行
状
に
関
す
る
、
教
師
と
学
校
視
察
官
の
押
印
あ
る
証
明
書
が
な
い
限
り
卒
業
で
き
な
い
〕

の
意
で
あ
る
。
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ラ
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ト
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二
一

⑺
「
中
学
校
ノ
教
師
ハ
政
府
ノ
官
員
ト
見
做
シ
特
別
裁
判
ノ
権
利
ヲ
有
ス
」
ử
§. 65. D

ie Lehrer bey den Gym
nasiis und 

andern höhern Schulen, w
erden als B

eam
te des Staats angesehen, und genieß

en der R
egel nach einen 

privilegirten Gerichtsstand.

〔
ギ
ム
ナ
ジ
ゥ
ム
や
、
そ
の
他
上
級
学
校
の
教
師
は
国
家
の
官
僚
と
み
な
し
て
、
特
権
的
裁
判
権
の

規
定
を
享
受
で
き
る
も
の
と
す
る
〕
が
本
意
。

§ 

66
は
不
訳
出
。
そ
の
内
容
は
〔
授
業
料
納
入
遅
滞
の
未
払
に
つ
い
て
、庶
民
学
校
と
同
じ
く
授
業
料
は
教
員
の
生
活
費
と
し
て
、

進
ん
で
分
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
未
払
は
、
必
ず
や
父
兄
の
身
に
そ
の
財
産
の
競
売
と
い
う
強
権
発
揮
と
い
う
結
末
に
な

る
〕、
と
い
う
内
容
。
即
ち
、〔
§. 66. Rückständig gebliebenes Schulgeld, so w

ie bey gem
einen Schulen, der zum

 

U
nterhalte des Schullehrers zu leistende Beytrag, genießen, bey einem

 über das V
erm
ögen der Ä

ltern 

entstandenen Concurs, das in der Concursordnung näher bestim
m
te V
orrecht.

〕
で
あ
る
（「
学
制
」
頒
布
間
も
な
い

日
本
人
民
へ
の
影
響
を
考
え
て
か
不
訳
出
）。
次
は
第
三
節
と
な
る
。

⑻　
　
　
「
大
学
校
」ửIII. Von U

niversitäten.

〔
第
三
節

　
大
学
校
に
つ
い
て
〕（
§ 

67
－
129
最
終
条
）。〔
§. 67. U

niversitäten 

haben alle Rechte privilegirter Corporationen.

大
学
は
全
て
の
特
権
を
保
持
す
る
団
体
組
織
で
あ
る
〕、と
規
定
す
る
。
こ
の

規
定
は
、
一☆

八
四
八
年
十
二
月
五
日
施
行
の
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
第
十
七
条
及
び
、
一
八
五
十
年
一
月
三
十
一
日
の
憲
法
第
二
十
条
の

「
学
問
及
び
教
授
の
自
由D

ie W
issenschaft und ihre Lehre ist frei.

」の
理
念
が
含
意
さ
れ
て
い
る
、と
い
え
る（privilegierte 

K
orpration

と
規
定
し
て
い
る
の
だ
か
ら
）。
こ
の
§ 

67
は
不
訳
出
。
明
治
政
府
が
フ
ラ
ン
ス
等
々
か
ら
借
用
創
始
と
さ
れ
て
い
る

「
学
制
」
に
と
っ
て
好
ま
し
か
ら
ざ
る
内
容
の
故
か
、
と
し
て
お
く
。【
☆
Ｃ
・
ボ
ル
ン
ハ
ー

ク
著
山
本
浩
三
訳
『
憲
法
の
系
譜
』
一
九
六
一
年　

法
律
文
化

社
参
照
】
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二
二

明
治
五
年
の
「
学
制
」
で
は
、
第
三
十
八
章
に
、

「
大
学
ハ
高
尚
ノ
諸
学
ヲ
教
ル
専
門
科
ノ
学
校
ナ
リ
其
学
科
大
略
左
ノ
如
シ

理
学　
　

化
学　
　

法
学

医
学　
　

数
理
学　

」
と
あ
る
の
み
で
、
大
学
は
、
他
の
専
門
学
校
と
同
じ
く
、
国
家
に
と
っ
て
喫
緊
の
実
学
的
学
術
を
習
得

す
る
場
で
あ
っ
た
事
が
判
る
（「
学
問
と
教
授
の
自
由
」
の
理
念
が
日
本
の
法
体
系
の
中
で
は
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日
施
行
の

「
日
本
国
憲
法
」
第
二
十
二
条
に
「
学
問
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
」
と
明
定
さ
れ
た
の
が
初
め
て
で
あ
る
）。

次
は
§ 

68
（
不
訳
出
）
で
、
一
項
一
条
で
あ
る
。
項
は
〔Inner Verfassung.

学
内
定
款
〕。〔
§. 68. D

ie innere V
erfassung 

derselben, die R
echte des academ

ischen Senats, und seines jedesm
aligen V

orstehers, in Besorgung und 

V
erw
altung  der  gem

einschaftlichen  A
ngelegenheiten,  sind  durch  Privilegien,  und  die  vom

 Staate  genehm
igte  

Statuten  einer jeden U
niversität bestim

m
t.

組
織
の
維
持
管
理
を
す
る
大
学
評
議
会
及
び
、
時
の
学
長
の
権
限
内
容
は
、
特
権

と
し
て
各
大
学
が
決
定
は
す
る
が
、
そ
の
行
使
は
国
の
承
認
を
得
た
定
款
に
基
い
て
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
〕
の
意
。

次
の
項
は
〔G

erichtsbarkeit.

裁
判
権
〕（
不
訳
出
）
で
§ 

69
－
72
か
ら
成
る
。

⑼
「
学
校
法マ

則マ

及
ヒ
安
全
ヲ
保
護
ス
ル
為
メ
学
校
公
会
ニ
ハ
教
師
及
ヒ
生
徒
ヲ
処
分
ス
ル
裁
判
ノ
権
利
ヲ
与
フ
」
ử
§. 69. Zur 

nachdrücklichen A
ufrechthaltung der Ruhe und O

rdnung auf A
cadem

ien, ist dem
 academ

ischen Senate die 

Gerichtsbarkeit über alle sow
ohl lehrende als lernende M

itglieder verliehen.

「
大
学
校
法
則
及
ヒ
安
全
ヲ
保
護
ス
ル
為

…
」
と
訳
出
し
て
い
る
が
、〔
大
学
で
の
安
寧
と
秩
序
の
断
固
た
る
維
持
の
為
、
教
え
る
側
も
学
ぶ
側
も
共
に
、
そ
の
裁
判
権
を
大
学

評
議
会
に
付
与
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
〕
の
意
。「
大
学
法
則

9

9

」
で
は
な
く
、安
寧
9

9Ruhe

で
あ
る
。
訳
出
者
は
英
語
に
も
通
じ
て

い
てRule

と
錯
誤
し
た
よ
う
で
あ
る
。
或
は
、O

rdnung

を
「
規
制
」
と
先
に
訳
す
か
。
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二
三

⑾
「
右
裁
判
ハ
大
学
の
吏
員
及
ヒ
其
家
族
并
ニ
之
ニ
属
ス
ル
僕
婢
等
ニ
モ
及
ホ
ス
ヘ
シ
」
ử
§ 

70
の
訳
出
。「
僕
婢
等
」
ửGesinde

下
男
・
下
女
、
奉
公
人
で
あ
る
。

⑿
「
右
裁
判
ノ
権
ハ
之
ヲ
受
ク
ル
者
ノ
一
身
上
ニ
係
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
当
人
私
有
土
地
等
ノ
事
ニ
及
フ
ヘ
カ
ラ
ス
」
ử
§. 71. Sie ist 

aber nur eine persönliche Gerichtsbarkeit, und kann auf Grundstücke, w
elche diese Personen besitzen, in der 

Regel nicht ausgedehnt w
erden.

〔
…
個
人
所
有
の
土
地
に
関
し
て
は
、
こ
こ
で
の
裁
判
に
持
込
む
事
は
不
可
と
す
る
〕
の
意
。

次
の
§ 

72
は
不
訳
出
。
大
意
は
〔（
学
内
裁
判
で
対
象
と
し
な
い
）
土
地
の
件
を
裁
判
に
持
込
ま
ん
と
す
る
者
は
、
先
述
の
人
物

（
大
学
人
等
々
）
の
所
有
す
る
土
地
の
件
だ
と
し
て
も
、明
白
な
特
権
や
証
拠
を
示
し
て
裁
判
の
拡
大
の
正
当
性
を
特
別
に
証
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
〕の
意
。〔
§. 72. Soll sie auch auf die Grundstücke sich erstrecken, oder sollen noch andere als die 

vorbenannten Personen derselben unterw
orfen seyn: so m

uß dergleichen A
usdehnung durch ausdrückliche 

Privilegia, oder aus andern Rechtsgründen, besonders nachgew
iesen w

erden.

〕。

p.‌

621
⑴
「
博
士
教
師
及
ヒ
大
学
校
吏
員
ハ
右
裁
判
ノ
権
利
ヲ
有
ス
ル
外
尚
官
吏
ノ
権
利
ヲ
有
ス
」
ử
§ 

73
の
訳
出
。
こ
の
条
文
は
、
項

〔Rechte der Lehrer.

教
師
の
権
利
〕（
§ 

73
）の
条
文
で
、一
項
一
条
で
あ
る（
項
名
不
訳
出
）。
§. 73. A

lle sow
ohl ordentliche 

als auß
erordentliche Professores, Lehrer und O

fficianten auf U
niversitäten, genieß

en, auß
er w

as den 

Gerichtsstand betrifft, die Rechte der K
öniglichen Beam

ten. (T
it. X
. 

§. 104. sqq.)　
「
博
士
教
師
」
は
原
文
で
〔（
大
学

の
）
正
規
及
び
、
非
正
規
の
教
授
と
教
員
〕
の
意
。
原
文
（　
　

）
内
〔
第
十
章
第
百
四
条
以
下
〕
はA

LR

施
行
時
か
ら
の
註
記

で
あ
る
が
不
訳
出
。

⑵
「
生
徒
入
学
セ
ル
時
大
学
名
簿
ノ
中
ニ
其
姓
名
ヲ
記
載
シ
在
校
中
ハ
大
学
ノ
社
中
タ
ル
ヘ
シ
」
ử
項
〔Aufnahm

e der 
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二
四

Studirenden.

学
生
の
受
入
れ
〕（
§ 

74
－
80
）
の
最
初
の
§ 

74
の
訳
出
。
但
、
項
名
は
不
訳
出
。
§. 74. D

ie A
ufnahm

e der 

Studierenden unter die M
itglieder der U

niversität, geschieht durch das Einschreiben in die M
atrikel.

〔
学
生
を
大

学
の
一
員
と
し
て
の
受
入
れ
は
、
名
簿
に
氏
名
を
記
入
し
て
認
知
さ
れ
る
〕
の
意
。
日
本
で
も
、
年
配
の
方
の
中
に
は
同
様
の
経
験

あ
る
方
も
居
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
§ 

75
不
訳
出
。

⑶
「
大
学
校
ニ
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
大
学
公
会
長
ニ
開
申
ス
ヘ
シ
」
ử
§. 76. W

er sich Studierenshalber auf eine 

U
niversität begiebt, ist schuldig, bey dem

 V
orsteher des academ

ischen Senats sich zur Einschreibung zu 

m
elden.

の
訳
出
。「
大
学
公
会
長
」
ử
〔
大
学
評
議
会
会
長
〕、「
開
申
ス
ヘ
シ
」
ử
〔
申
込
む
責
務
が
あ
る
〕
の
意
と
し
て
お
く
。

⑷
「
大
学
校
ニ
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
其
所
有
ス
ル
学
校
憑
證
ヲ
出
ス
ヘ
シ
以
上
二
条
ハ
三
十
四
年
七

月
ノ
憲
法
ニ
因
リ
変
革
ス

」
ử
§. 77. D

er 

Einzuschreibende m
uß sein m

itgebrachtes Schulzeugniß (

§. 64.) vorlegen.

〔
名
簿
記
入
を
せ
ん
と
す
る
者
は
（
第
六
十

四
条
に
定
め
る
）
所
持
の
学
業
證
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〕
の
意
。
但
、
割
書
「
以
上
二
条
ハ
…

・
・
・
・
・

」
は
、
筆
者
の
依
拠
し
た

先
述
のA

LR

の
編
書
に
は
、
い
ず
れ
も
相
応
す
る
記
述
な
く
、『
功
程
』
へ
の
訳
出
は
他
の
註
釈
書
に
依
っ
た
、
と
推
察
さ
れ
る
。

後
考
を
俟
つ
。
§ 

78
は
不
訳
出
。

⑹
「
憑
證
ニ
依
リ
之
ヲ
試
験
シ
大
学
校
に
入
ル
ヘ
キ
予
備
学
科
未
熟
ナ
ル
モ
ノ
ハ
入
校
ヲ
止
メ
或
ハ
其
闕
科
を
全
備
セ
シ
ム
ヘ
シ
」

ử
§. 79. W

er bey dieser Prüfung noch nicht reif genug in A
nsehung seiner V

orkenntnisse befunden w
ird, m

uß 

entw
eder zurückgew

iesen, oder m
it der nöthigen A

nleitung zur Ergänzung des ihm
 noch fehlenden versehen 

w
erden.

〔
試
験
に
よ
っ
て
予
備
知
識
の
不
充
分
な
事
が
判
っ
た
者
は
誰
れ
で
あ
れ
、
原
級
に
戻
す
か
或
は
、
強
制
的
に
指
導
し
て

欠
け
て
い
る
と
さ
れ
る
知
識
を
充
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
〕
の
意
。

次
の
§ 

80
は
不
訳
出
で
あ
る
が
紹
介
し
て
お
く（
§ 

84
と
内
容
は
略
同
一
で
あ
る
）。〔
§. 80. D

er Rector m
uß einem

 jeden 
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二
五

ankom
m
enden Studenten die academ

ischen und Polizeygesetze des O
rts bekannt m

achen, und ihn zu deren 

gehörigen Beobachtung anw
eisen.

〔
学
長
は
入
学
し
た
学
生
が
各
自
、
大
学
と
、
こ
の
地
区
の
警
察
規
則
を
熟
知
し
、
し
っ
か

り
遵
守
す
る
よ
う
導
か
ね
ば
な
ら
な
い
〕
の
意
。

次
は
、
項
〔Aufsicht über ihre Studien und Lebensart.

学
習
と
そ
の
生
活
態
度
の
監
督
〕（
§ 

81
－
83
）
で
あ
る
が
項
名

を
含
め
て
全
て
不
訳
出
（
本
小
論
で
も
不
論
及
）。

⑻　
　
　
「
大
学
罰
則
」
ửVon der academ

ischen D
isciplin.

〔
大
学
規
範
に
つ
い
て
〕（
§ 

84
－
96
）。「
罰
則
」
で
は
な

くD
isciplin

（
現
在
のSchreibung

はD
isziplin

）
ử
「
規
範
」（「
修
業
規
範
」
と
し
た
い
処
で
あ
る
が
）
と
仮
訳
す
る
事
と
す

る
。
こ
の
項
は
内
容
が
極
め
て
大
切
で
、
単
な
る
項
以
上
の
一
つ
のT

hem
a

で
あ
り
、V

on

で
始
ま
る
項
で
あ
る
。

本
小
論
で
は
『
功
程
』
p.‌

622
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
事
も
あ
り
論
考
を
省
略
す
る
（
§ 

84
－
94
に
相
応
、
不
訳
出
な
し
）。
な
お
、
§ 

80
と
84
が
略
同
一
、
と
先
述
し
た
の
で
§ 
84
を
紹
介
し
て
お
く
。
§. 84. A

lle Studirende m
üssen den allgem

einen 

Polizeygesetzen des Landes und O
rts sow

ohl, als den besondern die academ
ische Zucht betreffenden 

V
orschriften und A

nordnungen, die genaueste Folge leisten.

〔
全
て
の
大
学
生
は
、
規
律
や
指
示
に
関
す
る
大
学
規
則
に

特
に
厳
格
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
如
く
、
領
邦
や
地
区
の
一
般
的
な
警
察
法
規
に
対
し
て
も
同
様
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〕
の
意

で
、
§ 

80
は
学
長
か
ら
の
、
§ 

84
は
、
そ
の
対
象
の
大
学
生
の
立
場
か
ら
見
た
規
定
で
あ
る
。

p.‌

623
⑷
「
放
逐
ノ
罰
モ
亦
国
憲
ニ
於
テ
一

（
い
ち
じ
ょ
う
）
定
セ
ル
囚
獄
ノ
罰
ト
等
シ
ク
容
易
ニ
金
ヲ
以
テ
贖
フ
ヲ
得
ス
」
ử
§. 95. So w

enig die 

Relegation, als eine nach den Gesetzen verw
irkte Gefängnißstrafe, kann m

it Gelde abgekauft w
erden.

〔
放
校
ノ

罰
は
如
何
に
軽
く
と
も
、
法
に
よ
っ
て
科
せ
ら
れ
た
監
獄
行
と
同
様
、
金
銭
を
以
て
贖
う
事
は
出
来
な
い
〕
の
意
。
§ 

96
不
訳
出
。
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二
六

次
項
ử〔Rechte der Studirenden in ihren Privatangelegenheiten.

個
人
的
事
件
で
の
学
生
の
権
利
〕（
§ 

97
－
98
）。（
項

名
不
訳
出
）。

⑸
「
本
人
身
分
ニ
係
リ
タ
ル
事
態
ニ
至
リ
テ
ハ
其
生
国
ノ
法
律
ニ
従
ヒ
之
ヲ
処
置
ス
ヘ
シ
」
ử
§. 97. In ihren 

Privatangelegenheiten bleiben Studirende der Regel nach den Gesetzen ihres Geburtsorts, oder ihrer H
eim
ath 

unterw
orfen.

〔
私
的
事
件
で
は
学
生
は
、
そ
の
出
生
地
或
は
、
故
郷
で
施
行
さ
れ
て
い
る
法
に
依
る
事
を
慣
例
と
す
る
〕
の
意
。

⑹
「
生
徒
猶
両
親
又
ハ
後
見
人
ノ
手
ニ
属
ス
ル
ノ
間
ハ
一
己
ニ
約
束
ヲ
結
フ
能
ハ
サ
ラ
シ
メ
ン
カ
為
メ
一
般
国
憲
上
ノ
箇
条
ニ
従
ヒ

之
ヲ
処
置
ス
ヘ
シ
」ử
§. 98. So lange Studirende noch unter Ä

ltern oder V
orm
ündern stehn, bleibt es, w

egen ihrer 

U
nfähigkeit, für sich allein verbindliche V

erträge zu schließen, bey den allgem
einen gesetzlichen V

orschriften.

の
訳
出
。
但
、「
…
結
フ
能
ハ
サ
ラ
シ
メ
ン
カ
為
」
ử
〔
…
結
ぶ
不
法
行
為
に
対
す
る
為
〕
の
意
で
あ
る
。

次
項
ử
〔Besonders in Ansehung des Schuldenm

achens.

借
財
行
為
に
対
す
る
特
例
〕（
§ 

99
－
126
）。（
項
名
不
訳
出
）。

⑻
「
大
学
生
徒
ハ
両
親
又
ハ
後
見
人
ニ
属
ス
ル
ト
否
ト
ニ
拘
ハ
ラ
ス
大
学
校
長
ノ
允
承
及
ヒ
免
許
ナ
ク
シ
テ
借
財
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
ử

§. 99. K
ein Studirender, er m

ag der väterlichen oder vorm
undschaftlichen Gew

alt noch unterw
orfen seyn, oder 

nicht, kann, so lange er auf U
niversitäten ist, ohne V

orw
issen und Consens des academ

ischen Gerichts gültig 

Schulden contrahiren, oder Bürgschaften übernehm
en.

の
訳
出
。
但
、「
大
学
校
長
ノ
允
承
及
ヒ
免
許
ナ
ク
シ
テ
…
」
は
正

確
に
は
〔
大
学
裁
判
所
が
、
借
用
契
約
が
有
効
で
、
そ
の
保
障
も
担
保
さ
れ
て
い
る
、
と
認
め
、
同
意
が
な
け
れ
ば
〕
が
本
意
で
あ

る
。こ

の
項
の
訳
出
の
有
無
を
以
下
に
記
し
て
お
く
（
§ 

は
略
）

100
－
104
訳
出
、
105
－
107
不
訳
出
、
108
訳
出
、
109
不
訳
出
、
110
訳
出
、
111
不
訳
出
、
112
－
114
訳
出
、
115
不
訳
出
、
116
－
118
訳
出
、
119
－
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二
七

126
不
訳
出
。

p.‌
623
の
⑽
－
p.‌

624
の
⑷
迄
（
§ 

100
－
103
迄
）
の
記
述
を
略
し
て
次
に
進
む
。

p.‌

624
⑸
「
右
ニ
記
載
セ
ル
他
ノ
私
借
ハ
之
ヲ
訴
訟
ス
ヘ
カ
ラ
ス
〔
註　

§ 

104
の
訳
出
〕
若
シ
生
徒
ニ
対
シ
金
又
ハ
金
ニ
代
ル
モ
ノ
ヲ
貸
与

シ
テ
無
益
ノ
費
用
ニ
供
シ
或
ハ
遊
惰
淫
逸
ノ
資
ト
ナ
シ
或
ハ
賖（

シ
ャ
タ
イ
）ử
質
貸

貸
セ
シ
モ
ノ
ハ
其
金
ヲ
棄
捐
（
エ
ン
）ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
猶
別
ニ
家
財
没
収
ニ

処
ス
ヘ
シ
」。
こ
の
訳
出
文
は
§ 

105
－
107
を
訳
出
せ
ず
、
§ 

104
と
108
を
訳
出
し
て
合
わ
せ
、
一
条
文
の
如
く
に
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
即
ち
、

§. 104. A
lle andre Privatschulden eines Studirenden sind nichtig, und begründen keine K

lage.

「
大
学
生
の
他
の
私

的
借
財
は
（
大
学
裁
判
所
で
は
）
無
効
で
訴
訟
の
根
拠
と
は
な
ら
な
い
」
の
意
。
他
方
、

§. 108. H
at jem

and einem
 Studirenden Geld oder Geldesw

erth zu unnützen A
usgaben, oder gar zur Ü

ppigkeit﻿

-oder Schw
elgerey geliehen, oder sonst creditirt: so soll er, außer dem

 V
erluste der Schuld, auch noch um

 den 

ganzen Betrag derselben, fiskalisch bestraft w
erden.

〔
何
人
で
あ
れ
、
大
学
生
に
金
銭
又
は
、
金
銭
の
価
値
あ
る
も
の
を
、

必
要
も
な
い
の
に
貸
与
し
、
全
く
贅
沢
と
享
楽
に
手
を
貸
し
或
は
、
信
用
貸
を
す
る
者
は
、
そ
の
貸
金
の
消
失
（
註
「
家
財
没
収
」

で
は
な
い
）
だ
け
で
な
く
、
そ
の
金
額
が
罰
と
し
て
国
庫
没
収
さ
れ
る
も
の
と
す
る
〕
の
意
。

『
功
程
』
へ
のA

LR, II. 12.

の
訳
出
は
大
略
、
一
条
文
ử
一
文
章
で
あ
る
が
、
先
述
の
p.﻿

12
と
異
り
、
離
れ
た
条
文
を
合
わ
せ
、
一

条
文
の
如
く
に
仕
立
て
た
例
と
し
て
挙
げ
て
お
い
た
次
第
で
あ
る
。

p.‌

625
⑷
「
右
期
月
ニ
至
リ
償
却
セ
サ
レ
ハ
貸
主
ヨ
リ
大
学
裁
判
所
ニ
出
訴
ス
ヘ
シ
」
ử
§. 118. M

it dem
 A
blaufe dieser Frist m

uß 
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二
八

der Gläubiger, w
enn er inzw

ischen nicht befriedigt w
orden, es dem

 academ
ischen Gerichte, bey V

erlust seines 

Rechts, anzeigen.

〔
債
権
者
は
貸
借
期
間
中
に
充
分
な
返
済
が
得
ら
れ
な
い
時
に
は
、自
ら
の
権
利
の
消
失
を
被
っ
た
と
し
て
、そ

の
事
を
大
学
裁
判
所
に
出
訴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〕。
こ
の
項
の
残
§ 

119
－
126
は
不
訳
出
。
次
は
最
後
の
項
で
あ
る
。

p.‌

625
⑸　
　
　
「
大
学
憑
證
」
ửVon academ

ischen Zeugnissen.

〔
大
学
證
書
に
つ
い
て
〕（
§ 

127
－
129
）。V

on

で
始
ま
る
項
な

の
で
、
重
要
な
項
、
と
し
て
お
く
。

⑹
「
生
徒
大
学
ヲ
退
校
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ハ
教
師
ヨ
リ
学
業
ノ
憑
證
ヲ
受
ケ
之
ヲ
大
学
校
長
ニ
出
ス
ヘ
シ
」
ử
§. 127. Jeder 

Studirende m
uß, w

enn er die U
niversität verlassen w

ill, bey seinen Lehrern Zeugnisse seines Fleißes und 

seiner  O
rdnung  in  A

bw
artung  der  Lehrstunden  nachsuchen,  und  selbige  dem

 V
orsteher  des  academ

ischen 

Senats  zustellen.

の
訳
出
。
但
、「
学
業
ノ
憑
證
」
ử
〔
卒
業
時
の
勤
勉
（
成
績
）
と
順
位
を
記
帳
し
た
証
明
書
〕
の
意
。「
大
学

校
長
」
ử
〔
大
学
評
議
会
の
長
〕
の
意
。

⑻
「
大
学
校
長
右
憑
證
本
人
ニ
相
当
ナ
リ
ト
ス
ル
時
ハ
大
学
ノ
印
章
ヲ
押
ス
ヘ
シ
但
本
人
在
学
中
ノ
行
状
ニ
於
テ
ハ
殊
ニ
注
意
ス
ヘ

シ
」
ử
§. 128. D

ieser m
uß die Richtigkeit derselben unter dem

 Siegel der U
niversität bekräftigen, und zugleich 

bem
erken: ob gegen das sittliche Betragen des A

bgehenden, w
ährend seines A

ufenthalts auf der A
cadem

ie, 

etw
as N

achtheiliges bekannt gew
orden sey.

〔
卒
業
は
大
学
の
押
印
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
る
が
、
同
時
に
、
大
学
在
学
中
の

過
去
の
道
徳
上
の
振
舞
に
つ
い
て
、
何
が
し
か
の
欠
点
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
も
留
意
し
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
〕
の
意
で
あ

る
。
次
は
、
今
回
の
「
定
則
」
の
最
後
の
条
文
で
あ
る
。

⑽
「
仕
官
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
或
ハ
学
芸
ヲ
以
テ
採
用
セ
ラ
レ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
右
大
学
憑
證
ヲ
出
ス
ヘ
シ
」
ử
§. 129. Jeder 
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二
九

Landeseingebohrner, w
elcher sich zu Ü

bernehm
ung eines A

m
ts, oder sonst zur A

usübung seiner W
issenschaft 

qulificiren w
ill, m

uß dergleichen Zeugniß von einer inländischen A
cadem

ie vorlegen.

〔
こ
の
国
に
生
を
享
け
し
者
に

し
て
官
職
に
就
か
ん
と
欲
し
或
は
、
己
の
学
問
で
の
生な

り

業わ
い

の
能
力
を
証
明
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
そ
の
際
に
は
国
内
の
大
学
の
証
書

を
提
出
す
べ
し
〕
の
意
で
あ
る
。

以
上
に
て
、「
定
則
」
とA

LR, II. 12.

を
対
応
さ
せ
て
の
考
察
を
終
え
る
。
全
百
二
十
九
条
の
う
ち
、
訳
出
九
十
一
条
、
不
訳
出

三
十
八
条
。
七
割
強
が
訳
出
、で
あ
る
。「
定
則
」
全
て
に
つ
い
て
原
条
文
と
の
対
応
は
果
せ
な
か
っ
た
が
最
終
条
の
提
示
は
出
来
た
。

「
定
則
」
理
解
の
資
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
改
め
て
、「
定
則
」
がA

LR

の
本
邦
初
め
て
の
訳
出
・
出
板
、
と
指
摘
し
て
お
き
た

い
。
原
条
文
の
拙
訳
は
、
な
る
べ
く
原
文
に
忠
実
に
と
心
掛
け
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
訳
の
不
出
来
は
御
斧
正
を
俟
つ
の
み
。

三　

A
LR

の
先
行
研
究

私
見
の
限
り
で
あ
る
（
前
述
の
如
く
、A

LR, II. 12.
が
明一
八
七
五

治
八
年
の
時
点
で
摘
訳
さ
れ
て
『
功
程
』
に
載
録
、
の
事
実
に
触
れ

た
先
行
研
究
は
不
在
と
し
て
論
ず
る
）。

⑴　

梅※
※

根
悟
『
近
代
国
家
と
民
衆
教
育
―
プ
ロ
イ
セ
ン
民
衆
教
育
政
策
史
―
』
昭一

九

六

七

和
四
十
二
年　

誠
文
堂
新
光
社
。
こ
の
中
の
「
第

四
章　

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
反
動
の
一
〇
年
（
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
の
時
代
）」
でA

LR

の
制
定
公
布
は
「
教
育
史
上

い
ま
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
」、
と
し
て
論
考
、A

LR

を
「
一
般
地
方
法
」
と
訳
し
て
、
そ
の
§ 

１
－
51
を
摘
訳
さ
れ
て
い
る
（
五
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三
〇

十
一
条
中
、
十
九
条
分
は
不
訳
出
）。
な
お
、
こ
の
訳
出
文
前
後
の
論
考
は
『
ド
イ
ツ
教
育
史
Ⅰ
』（「
世
界
教
育
史
大
系
11
）
昭
和
五

十
一
年　

講
談
社
、
第
三
章
第
四
節
の
中
に
、
同
一
文
章
で
収
め
ら
れ
て
い
る
（
予
定
執
筆
者
の
事
故
の
為
で
あ
る
ử
同
書
p.﻿

379
注

⒄
参
照
）。

⑵　

笹※
２

川
紀の
り

勝か
つ
「
ド
イ
ツ
憲
法
史
に
お
け
る
私
立
学
校　

そ
の
1
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
と
教
育
」『
北
星
論
集
』
一
九
七

四
年
十
二
月　

北
星
学
園
大
学
。
こ
の
中
で
歴
代
ド
イ
ツ
憲
法
の
中
で
「
私
立
学
校
が
ど
の
よ
う
な
法
論
理
構
成
の
中
に
お
か
れ
る

か
を
」
検
討
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
てA

LR, II. 12.

の
前
史
を
、
田
中
昭
徳
『
プ
ロ
イ
セ
ン
民
衆
教
育
史
序
説
』（
昭
和
四
十
四
年　

風
間
書
房
）
に
則
し
て
概
説
、
本
論
に
進
み
、
そ
の
論
考
に
要
す
るA

LR, II. 12.

の
条
文
を
§ 

１
－
11
迄
訳
出
。
次
い
でA

LR, 

II. 12.

の
中
で
の
教
育
の
位
置
付
け
、
に
つ
い
て
「
私
立
と
公
立
の
区
別
な
く
学
校
は
「
国
家
的
施
設
」
で
あ
る
」（
筆
者
註　

営
造

物
）
と
し
て
、A

LR

起
草
者
達
の
思
惟
を
も
鋭
く
分
析
し
て
、
論
を
展
開
し
て
い
る
（
特
に
、
大
学
の
「
営
造
物
」
論
、「
団
体
」

論
に
つ
い
て
は
後
述
の
高
木
英
明
氏
の
著
作
参
照
）。

⑶　

山※
３

内
芳よ
し

文ふ
み

「
ド
イ
ツ
型
国
民
教
育
の
史
的
構
造
把
握
の
た
め
の
若
干
の
ノ
ー
ト
（
一
）
―
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（
一
七

九
四
）
教
育
関
係
条
項
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
25
号　

教
育
科
学
編　

昭
和
五
十
二
年
。
及

び
、前
号
に
続
く
「
…
ノ
ー
ト
（
二
）
…
」『
同
紀
要
』
第
26
号　

教
育
科
学
編　

昭
和
五
十
三
年
。
後
者
の
第
26
号
（
昭
和
五
十
二

年
度
）
で
は
、
先
述
のA

llgem
einess Gesetzbuch für die Preussischen Staaten (1791).

ử
「
一
般
法
典
」、
の
草
稿
条
文

でA
LR

に
引
継
が
れ
て
い
る
条
文
を
明
示
し
つ
つA

LR, II. 12.
の
§ 

１
－
53
が
、
論
考
を
進
め
る
の
に
必
要
な
条
文
と
し
て
、
訳

出
さ
れ
て
い
る
。

⑷　

山※
４

本
久
雄
「
プ
ロ
イ
セ
ン
「
学
校
保
護
権
」
に
関
す
る
研
究
⑸
―
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
国
法
」
に
お
け
る
「
学
校
保
護
権
」
―
」

『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
』　

教
育
科
学　

第
39
巻
第
１
号　

一
九
九
二
年
。
こ
の
論
考
は「A

LR

の
中
で
の
学
校
教
育
関
連
条
項
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三
一

を
他
の
条
項
と
関
連
づ
け
つ
つ
「
学
校
保
護
権
」
を
そ
の
歴
史
的
展
開
の
中
に
位
置
づ
け
て
み
た
い
」
と
し
て
、ALR, II. 12.

の
み

で
な
く
、
第
二
篇
第
二
章
（「
親
と
子
の
相
互
の
権
利
と
義
務
」
ử
山
本
p.﻿

2
）、
同
篇
第
十
三
章
（「
国
家
の
権
利
義
務
一
般
に
つ
い

て
」
ử
山
本
p.﻿

3
）、
同
第
十
一
章
（「
教
会
に
つ
い
て
」
ử
山
本
p.﻿

7
）、
同
第
十
七
章
（「
臣
民
〈U

nterthan　

筆
者
註
〉
の
特

別
保
護
の
た
め
の
国
家
の
権
利
と
義
務
」
ử
山
本
p.﻿

9
）、
さ
ら
に
、
同
第
七
章
（「
農
民
の
身
分
に
つ
い
て
」
ử
山
本
p.﻿

12
）
の
各

主
要
項
文
の
要
点
を
訳
出
し
つ
つ
、A

LR

の
中
で
の
「
学
校
保
護
権
」
を
論
考
し
、
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

A
LR, II. 12.

に
つ
い
て
は
、
§ 

70
迄
は
論
考
に
援
用
さ
れ
て
い
る
（
逐
条
的
訳
出
は
な
い
）。

⑸　

乾※
※

昭
三
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
国
法
に
お
け
る
監
護
教
育
権
」『
立
命
館
法
学
』
第
4
・
5
合
併
号
（
末
川
博
士
還
暦
記
念
）

一昭
和
二
十
八

九
五
三
年
。
こ
の
論
考
で
は
、
親
の
権
利
（
但　
「
父
権väterliche Gew

alt

」
と
注
意
書
が
な
さ
れ
て
い
る
）
た
る
「
監
護
教

育
権
」
は
、
扶
養V

erpflegung

と
教
育Erziehung

の
権
限
の
事
で
殆
ど
、A

LR

第
二
篇
第
二
章
（
い
わ
ば
「
父
子
法
」）
の
条

文
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
（
但　

同
篇
第
一
章
の
条
文
Ⅰ
、A

LR, II. 12.

か
ら
は
§ 

7
ử
先
述
ử
、
同
篇
第
十
八
章
条
文
Ⅲ
、

を
援
用
。「
懲
戒
権
は
教
育
権
の
裏
面
を
な
す
が
、
こ
れ
は
両
親

9

9

に
み
と
め
ら
れ
て
い
る
」
ử
乾
p.﻿

119
ử
と
注
意
書
さ
れ
て
い
る
）。

A
LR

編
纂
の
始
ま
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、「
大
い
に
教
育
の
振
興
に
努
め
た
時
代
で
あ
っ
た
。「
す☆

べ
て
の
国
民
の
精
神
的
向
上
に

よ
り
市
民
と
し
て
の
義
務
を
果
し
、
そ
の
職
業
に
お
け
る
高
度
の
精
神
能
力
を
獲
得
で
き
る
こ
と
が
国
家
の
意
志
で
あ
る
」」
ử
乾

p.﻿

125
ử
と
「
」
で
、
デ
ィ
ル
タ
イW

ilhelm
 D
ilthei, 1833–1911.

の
言
を
、
そ
の
全
集
か
ら
訳
出
引
用
し
て
、
そ
の
時
代
精
神
を

表
徴
さ
せ
て
い
る
。

昭一

九

五

三

和
二
十
八
年
と
い
う
、
奄
美
諸
島
も
米
国
の
統
治
下
に
あ
り
、
戦
後
の
未
だ
安
定
せ
ざ
る
時
代
に
、
民
主
々
義
へ
の
学
問
的
道

標
と
し
て
、
こ
の
論
文
が
著
さ
れ
て
い
た
事
を
知
り
、
新
鮮
な
驚
き
で
披
閲
し
た
次
第
で
あ
る
。【
☆
こ
の
文
言
は
『
デ
ィ
ル
タ
イ
全

集
』
第
6
巻
（
二
〇
〇
八
年　

法
政
大
学
出
版
局
）
の
「
Ⅳ　

法
と
教
育　

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
の
中
に
も
訳
出
さ
れ
て
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三
二

い
る
ử
同
書
p.﻿

665
】

⑹　

高※
※

木
英ひ
で

明あ
き

『
大
学
の
法
的
地
位
と
自
治
機
構
に
関
す
る
研
究
―
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
・
日
本
の
場
合
―
』
一
九
九
八
年　

多
賀

出
版
。
こ
の
著
で
は
、A

LR, II. 12.

の
§ 

1
、
と
§ 

67
（
前
述
参
照
）
を
特
に
挙
げ
、「
大
学
が
営
造
物
化
し
な
が
ら
、
な
お
団
体

的
で
も
あ
る
と
い
う
18
世
紀
の
在
り
方
を
法
典
化
し
た
も
の
が
、プ
ロ
イ
セ
ン
の
一
般
国
法（A

sic
llgem

eine
Landrecht 1794–A

LR

第
2
編
第
12
章
）
の
規
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
、
多
数
の
参
照
文
献
を
挙
げ
て
結
論
し
て
い
る
（
同
書
p.﻿

48
）。
な
お
、
前
記
先
行

研
究
⑷
⑸
⑹
は
高
木
英
明
氏
の
御
教
示
に
よ
る
事
を
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

【
※
1　

梅
根
悟　

明一

九

〇

三

治
三
十
六
－
昭一

九

八

〇

和
五
十
五
年
。
東
京
教
育
大
学
名
誉
教
授　

和
光
大
学
学
長
、
西
洋
教
育
史
。

※
2　

�

笹
川
紀
勝　

昭一

九

四

〇

和
十
五
年
－
。
現
・
明
治
大
学
大
学
院
教
授
、
憲
法
学
。

※
3　

�

山
内
芳
文　

昭一

九

四

三

和
十
八
年
－
。
筑
波
大
学
名
誉
教
授
、
引
用
論
文
は
金
沢
大
学
教
授
時
代
、
西
洋
教
育
史
。

※
4　

�

山
本
文
雄　

昭一

九

四

九

和
二
十
四
年
－
。
愛
媛
大
学
名
誉
教
授
、
プ
ロ
イ
セ
ン
民
衆
教
育
史
。

※
5　

�

乾
昭
三　

昭一
九
二
八

和
三
－
平二

〇

〇

三

成
十
五
年
。
元
・
立
命
館
大
学
副
学
長
、
民
法
。『
立
命
館
法
学
』
二
〇
〇
三
年
第
６
号
「
乾
昭
三

先
生
追
悼
論
文
集
」
参
照
。

※
6　

�

高
木
英
明　

昭一
九
三
三

和
八
年
－
。
元
・
京
都
大
学
教
育
学
部
長　

京
都
大
学
名
誉
教
授
、
教
育
行
政
学
】

四　

お
わ
り
に

新
島
襄
（
新
島
と
略
）
が
、
随
行
し
て
田
中
不
二
麿
（
田
中
と
略
）
を
助
け
、
米
国
で
は
主
要
な
州
の
教
育
法
規
を
集
め
、
近
代

国
家
に
於
け
る
教
育
法
規
の
有
り
様
を
知
る
先
導
役
と
な
っ
た
事
は
、
日
本
に
近
代
的
学
制
を
構
築
せ
ん
と
し
て
い
た
田
中
に
と
っ
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三
三

て
、
新
島
は
助
け
に
な
る
存
在
で
あ
っ
た
、
と
い
え
る
。
田
中
の
視
察
報
告
『
功
程
』
が
単
な
る
見
聞
録
で
な
く
、
他
者
に
よ
る
バ

イ
ア
ス
の
掛
か
っ
た
教
育
視
察
報
告
書
の
訳
出
を
少
な
く
し
、
西
欧
主
要
国
の
教
育
法
規
の
訳
出
が
多
い
の
は
、
行
政
は
先
ず
法
が

あ
っ
て
、
法
そ
の
も
の
に
依
る
べ
き
、
と
す
る
事
を
田
中
が
深
く
認
識
し
て
い
た
事
の
表
れ
、
と
い
え
る
。
田
中
は
『
功
程
』
以
降

も
、
明
治
九
年
の
米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
の
「
万
博
」
に
出
張
し
文
献
を
将
来
、『
功
程
』
で
は
不
十
分
だ
っ
た
当
時
の
米
国
全

三
十
七
州
と
準
州
二
州
（
こ
の
二
州
は
暫
定
の
）
憲
法
上
で
の
教
育
関
連
規
定
を
、
ビ
ー
・
ホ
ー
（Flanklin Benjam

in H
ough

）

編
の
「
教
育
情
報
誌
」（Circular of Inform

ation of the Bureau of Education. N
o.75–1875.

）
か
ら
訳
出
、
又
、『
功
程
』
以

降
の
教
育
法
規
の
改
変
を
米
国
主
要
四
州
に
つ
い
て
、
こ
の
四
州
の
法
令
集
か
ら
訳
出
さ
せ
、『
米
国
学
校
法
』（
上
・
下
二
冊　

明

治
十
一
年
十
月
）
と
し
て
文
部
省
か
ら
出
版
し
て
い
る
。
―
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
の
結
実
が
、
所
謂
、
田
中
の
「（
自
由
）
教
育
令
」

（
明
治
十
二
年
）
に
結
実
―
（
一
年
余
で
改
廃
）。

さ
ら
に
、
田
中
（
新
島
も
）
が
帰
朝
直
前
の
ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
の
明
治
五
年
十
月
に
出
さ
れ
た
、
プ
ロ
イ
セ
ン
初
等
教
育
を
一
層

発
展
さ
せ
た
フ☆

ァ
ル
ク
法
（
☆
当
時
の
文
部
大
臣
・A

dalbert Falk

）
ửA

llgem
eine Bestim

m
ungen, betreffend das 

V
olkschule-Präparanden-und Sem
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esen. A
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 15. O
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国
民
学
校
・
師
範
学
校
附
属
小
学
校
・
師
範
学
校
制

度
に
関
す
る
一
般
規
定
、
一
八
七
二
年
十
月
十
五
日
ử
に
つ
い
て
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
居
な
が
ら
、
こ
の
法
に
つ
い
て
は
全
く
認
識
が

無
か
っ
た
よ
う
で
本
来
、『
功
程
』
に
採
録
す
べ
き
重
要
法
規
で
あ
る
の
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
然
し
な
が
ら
、
田
中
は
、
帰
朝
後

に
当
時
文
部
省
に
一
時
的
に
出
仕
し
て
い
た
独
乙
語
に
堪
能
な
柴
田
承
桂
に
、
こ
の
法
を
訳
出
さ
せ
て
い
る
。『
普
魯
士
学
校
規
則
』

（
村
山
徳
淳
校　

明
治
八
年
版
。
明
治
十
年
に
文
部
省
印
行
と
し
て
一
般
に
頒
布
）、
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
は
、田
中
の
、日
本
の
国
民
教
育
制
度
創
出
を
近
代
的
な
法
の
基
盤
の
上
に
な
さ
ん
と
し
た
意
図
あ
っ
て
の
事
、と

い
え
る
。「
定
則
」
ử
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
教
育
条
文
の
訳
出
ử
も
、
同
じ
で
、
こ
の
法
規
こ
そ
同
国
の
教
育
法
規
の
淵
源
と
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三
四

し
て
十
八
世
紀
の
法
で
は
あ
る
が
『
功
程
』
独
乙
国
の
部
に
採
録
さ
れ
た
、
と
筆
者
は
見
て
お
く
。

今
回
、「
定
則
」
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
間
に
、
定
説
と
は
異
る
、
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
姿
が
見
え
て
来
た
も
の
が
あ
る
。
明
治

五
年
頒
布
の
「
学
制
」
で
あ
る
。
資
・
史
料
に
基
く
論
考
は
他
日
に
譲
る
が
、
大
要
の
み
を
先
に
記
し
て
お
く
事
と
す
る
。

明
治
政
府
は
統
一
国
家
創
成
の
一
環
と
し
て
「
学
制
」
に
よ
る
教
育
の
、
国
家
（
文
部
省
）
の
一
元
的
支
配
に
乗
り
出
す
が
、
校

舎
建
築
や
教
員
給
与
等
々
の
肝
腎
な
経
済
的
負
担
は
「
小
・
中
学
区
」
と
い
う
名
で
の
地
方
の
（
人
民
・
庶
民
、
農
民
）
責
務
と
し

た
（
特
に
、
小
学
校
に
つ
い
て
）。

学
問
は
、
己
の
生
の
享
受
、
立
身
出
世
の
手
段
で
あ
る
か
ら
、
学
ぶ
者
が
負
担
す
る
の
が
当
然
と
し
て
、
本
音
は
、
富
国
強
兵
の
策

な
る
事
を
極
力
表
に
出
さ
ぬ
よ
う
に
し
て
の
事
で
あ
る
。
受
益
者
負
担
、
設
置
者
負
担
、
と
い
っ
た
論
が
あ
る
が
「
学
制
」
で
の
小
・

中
学
校
設
置
の
経
済
的
負
担
の
行
き
着
く
先
は
、
結
局
は
人
民
（
庶
民
・
農
民
）
で
あ
る
。

当
時
の
世
界
主
要
国
の
中
で
、
国
家
に
よ
る
教
育
の
一
元
的
支
配
、
経
済
的
負
担
は
地
方
、
と
す
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
法
的
に
最

も
完
遂
し
て
い
た
の
は
、
私
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
同
志
社
英
学
校
の
如
き

私
立
学
校
設
置
認
可
権
が
国
家
に
あ
る
の
は
「
学
制
」
と
「
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
」
の
み
で
あ
る
。
仏
国
で
は
各
大
学
区
の

長
、
和
蘭
国
で
は
各
市
町
村
長
及
び
副
長
の
権
限
で
あ
り
、
米
国
に
は
国
家
に
よ
る
教
育
の
一
元
的
支
配
は
、
そ
も
そ
も
存
在
し
な

い
。
教
育
は
各
州
で
の
事
で
あ
る
。

福
沢
諭
吉
は
、
教
育
と
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
、
明
治
五
年
の
時
点
で
「
学
校
之
費
用
は
国
民
よ
り
出
し
…
官
府
は
唯
学
校
を
保

4

4

4

4

4

4

4

4

護
す
る
の
み

4

4

4

4

4

」（
圏
点
原
著
）
と
述
べ
て
、
国
家
に
よ
る
一
元
的
支
配
の
「
学
制
」
と
は
真
逆
の
考
え
で
あ
っ
た
（「
学
校
取
立
之
仕
組
」『
大
分
県

教
育
五
十
年
史
』
pp.﻿

86
－
91　

大
正
十
三
年　

大
分
県
教
育
会
参
照
）。
同
志
社
英
学
校
設
立
時
に
「
官
府
9

9

」
よ
り
様
々
な
制
約
を
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三
五

蒙
っ
た
新
島
も
、
米
・
欧
の
教
育
制
度
を
具
に
知
る
者
と
し
て
、
福
沢
と
同
じ
思
惟
で
あ
っ
た
、
と
推
察
し
て
お
く
。「（
自
由
）
教

育
令
」
の
田
中
は
、
国
家
に
よ
る
教
育
の
形
態
的
一
元
的
支
配
が
、
や
が
て
、
人
々
の
内
面
・
精
神
・
良
心
を
も
一
元
的
支
配
に
至

る
危
惧
を
内
在
し
て
い
る
事
を
何
か
感
知
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
一
宗
教
に
よ
る
一
元
的

支
配
で
あ
る
に
せ
よ
で
あ
る
。

こ
の
事
は
、
新
島
が
田
中
に
対
し
て
、
国
民
教
育
は
知
識
教
育
だ
け
で
な
く
、
道
徳
教
育
も
無
け
れ
ば
良
き
国
民
は
生
ま
れ
な
い
、

と
し
て
基
督
教
の
真
理
こ
そ
真
の
真
理
で
道
徳
を
涵
養
す
る
宗
教
で
あ
る
か
ら
日
本
政
府
は
基
督
教
を
採
り
入
れ
る
よ
う
、
間
接
的

な
表
現
で
語
っ
た
時
、
田
中
は
、

「
如
何
な
る
宗
教
の
信
条
（
真
理
と
す
る
も
の
）
も
内
面
の
事
で
外
的
行
動
で
は
な
い
。
政
府
に
は
宗
教
の
如
何
な
る
形
態
で
あ
れ
、

そ
れ
を
侵
す
権
利
は
無
い
。
宗
教
は
宗
教
の
自
由
に
任
せ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
各
人
の
良
心
に
従
っ
て
、
天
の
神
を
崇
拝
す
る
も

よ
し
、
真
神
を
崇
拝
す
る
も
よ
し
で
あ
る
。
一
宗
教
の
真
理
と
す
る
も
の
が
他
の
宗
教
の
も
の
よ
り
良
け
れ
ば
結
局
、
そ
の
宗
教
が

受
入
れ
ら
れ
て
弘
ま
る
も
の
で
あ
る
」
と
応
じ
て
い
る
（『
新
島
襄
全
集
』
６
pp.﻿

103
－
104
）。
実
に
堂
々
た
る
見
識
で
あ
る
。

人
民
の
経
済
的
負
担
の
面
で
、
例
え
ば
初
等
学
校
の
受
業
料
に
つ
い
て
い
え
ば
西
欧
主
要
国
で
は
無
償
学
校
（
フ
リ
ー
・
ス
ク
ー

ル
）
の
試
み
が
な
さ
れ
始
め
て
お
り
、
又
、
初
等
学
校
へ
の
国
庫
補
助
に
踏
み
込
ん
だ
国
（
英
国
）
も
あ
る
が
、
日
本
で
は
、「
お
上

に
甘
え
る
な
」
の
立
場
（「
学
制
」
第
九
十
一
・
九
十
二
章
）
で
あ
っ
た
。

右
の
事
例
に
加
え
、「
学
制
」
頒
布
前
、フ
ェ
ル
ベ
ッ
キ
に
よ
っ
て
「
普
魯
西
国
教
育
」
な
る
訳
出
書
が
文
部
省
内
に
存
在
し
、「
学

制
取
調
掛
」
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
た
、
と
覚
し
き
節
が
あ
る
（
詳
し
く
は
前
述
の
如
く
、
後
日
）。
以
上
よ
り
、
筆
者
は
、「
学

制
」
は
プ
ロ
イ
セ
ン
学
制
の
理
念

9

9

そ
の
も
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
想
い
が
今
回
の
「
定
則
」
論
考
の
中
で
、
強
く
生
じ
た
事
、
こ
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三
六

の
解
明
が
筆
者
の
次
の
課
題
と
な
っ
た
感
あ
り
、
と
記
し
て
、
本
小
論
を
了
え
る
事
と
す
る
。

本
小
論
成
る
に
つ
い
て
、
布
施
智
子
氏
の
御
助
力
の
大
な
る
こ
と
に
深
く
感
謝
、
こ
こ
に
改
め
て
記
す
る
次
第
で
あ
る
。


